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歴史・文化を活かして
萱島酒造が相次いで竹田市に進出を表明～

★

直入

竹田

阿蘇熊牧場 久住にペットと泊まれる宿をオープン

　熊本県阿蘇市で「阿蘇カドリー・ドミ
ニオン」や「御宿　小笠原」を経営する
㈱阿蘇熊牧場が、都野にペットと宿泊で
きる旅館「久住　小笠原」を 2 月から建
設、8 月の開業を予定しています。
　1 月 7 日に市役所で建設予定地の一部
について地元と市の三者において土地貸
借契約が結ばれました。
　木造平屋建て戸建形式の宿泊棟 10 棟
や管理棟、レストランなどが建設され、
温泉掘削も予定しています。
　従業員は地元から 15 人程度を採用し、地元の食材を使った料理を提供、年間約
2 億円の売り上げを見込んでいます。
　小笠原徹朗社長は「久住からは雄大な阿蘇・くじゅうが一望でき、高原や温泉、
歴史的な街並みなどが小さなエリアに凝縮され、情報基盤の整備も進められている。
観光庁の観光圏整備実施計画にも認定され、長期滞在型の施設として福岡だけでな
く関西もターゲットにしたい。」と話されました。

歴史的な街並みなどが小さなエリアに凝縮され、情報基盤の整備も進められている。
観光庁の観光圏整備実施計画にも認定され、長期滞在型の施設として福岡だけでな
く関西もターゲットにしたい。」と話されました。

　国東市にある萱島酒造㈲は、竹田町に麦焼酎を醸
造する酒蔵、店舗を兼ねた事業所を 3 月中旬から建
設、11 月 1 日の「焼酎の日」に開業を予定しています。
　同所にあった酒造会社を引き継ぐ形ですが、清酒

「西の関」で広く知られる萱島酒造としては、初めて
の焼酎造りに取り組むことになります。
　建物は街並みに合った造りで、酒蔵には焼酎製造
の様子が見学できる通路も作られる予定で、中心市街地の賑わいの場となることも期待されます。
　当初の従業員は 3 人程度、原材料の麦などは市内や近郊から調達し、11 月に初仕込みを行い、来年 3
月くらいから製品を販売できるということで、一升瓶（1.8㍑）で年間 5 万本を製造、5 ～ 6 千万円の売
り上げを目指します。
　1 月 20 日に市を訪れた萱島進社長は、竹田市進出について「竹田は歴史、文化のある街、昔から城下
町に憧れており、街の中に店を持ちたかった。街並み保存など少しでも地域活性化のご加勢ができれば。」
と話し、焼酎造りについては「竹田は酒造りの一番肝心な水のおいしいところ。技術的には色々な焼酎を
造ることが可能だが、旨みのあるおいしい焼酎を造りたい。」と話されました。
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調印した契約書を手に市長と握手する小笠原社長（左）
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久住

荻

豊かな自然と環境、
～阿蘇熊牧場、ワールドファーム、

　現在、国内の経済状況は、アメリカのサブプライムローン問題に端を発した世界的
な金融危機の影響で、正社員・派遣社員の解雇や大学生や高校生の内定取消が行われ
るなど、“未曾有の不況 ”と言われています。
　そのような中、竹田市では今年に入り、阿蘇熊牧場、ワールドファーム、萱島酒造
の３社が相次いで進出を表明しました。商業・観光・農業などの分野で新たな雇用を
生み、竹田市の活性化の “起爆剤 ”となりそうです。

久住ワールドファーム
荻・菅生地区に農場を開設、

柏原に研修施設と加工工場を建設
　茨城県つくばみらい
市と熊本県大津町で加
工用野菜の生産、加工、
販売などを行っている
㈲ワールドファームが、
荻・菅生地区で農場を
開設、柏原に研修施設
と加工工場を建設する
ことになり、1 月 13 日
に県庁で市と同社の進
出協定の調印式が行わ
れました。
　従業員 10 人は地元か

ら採用する予定で、すでに直営農場を 10㌶開設、来年は直営農場を 20㌶、
市内の農家との契約栽培を 50㌶以上に増やし、ホウレンソウや小松菜な
どの露地野菜を栽培し、年間生産量 1,000㌧、約 4 億円の売り上げを目指
しています。
　また、農業の担い手を育成する研修施設や加工工場の建設も予定されて
おり、最大約 6 億円をかけて整備されます。
　幕内進会長は、「ホウレンソウは土壌が良い九州産が一番おいしい。竹
田は標高の高低差があり、それを利用することで年間を通して野菜の生産
ができる。」と話されました。
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調印式後、笑顔で手を取り合う（中央が幕内進会長）（大分県提供）
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住民税の寄附金控除が拡充されます
　これまで所得控除方式であったものが、税額控除方式へ変更され、地方公共団体に対する寄附金控除が拡
充されます。（所得税の寄附金控除は従来と変わりません。）
　なお、寄附金控除を受けるには、所得税の確定申告が必要で、寄附先の領収書の添付が必要となります。
■対象となる寄附金
　住所地の都道府県共同募金会、日本赤十字社支部、地方公共団体（都道府県、市区町村）への寄附金
■税額控除の計算方法
　共同募金等の寄附金　寄附金額から 5,000 円を差し引いた額の 10％
　地方公共団体への寄附金　次の①と②を足した額
　①寄附金額から 5,000 円を差し引いた額の 10％
　②寄附金額から 5,000 円を差し引いた額に、90％から対象者の所得税の税率を引いた割合をかけた額
　　（住民税所得割額の１割が限度）
　※控除対象となる寄附金の合計額は、総所得金額等の 30％が限度額です。

〈寄附金控除額の計算例〉
　夫婦、子ども 2 人、給与収入 700 万円、所得税率 10％、住民税所得割額が 293,500 円の場合

①　寄附金 4 万円のうち、5,000 円を
引いた残り 3 万 5,000 円が控除対象
となります。

②　所得税の寄附金控除（所得控除）で、
　3 万 5,000 円× 10％（限界税率※）

=3,500 円の税額が軽減されます。
※限界税率とは、適用される所得税

の最高税率をいいます。年収によ
り 5 ～ 40％となります。

③　住民税の寄附金控除（税額控除）
で、残りの 3 万 1,500 円の税額が軽
減されます。

④　②と③あわせて、3 万 5,000 円の
税額が軽減されることになります。

所得税から住宅借入金等特別控除額を引ききれない分が住民税から控除されます
■対象となる方
　税源移譲により所得税が減額になり、控除できる住宅借入金等特別控除額が減る場合があります。
　平成 11 年から 18 年末までの間に入居し、所得税の住宅借入金等特別控除を受けている方で、所得税か
ら控除しきれなかった額がある場合は、翌年度の住民税（所得割）から控除できます。
■申告先
　この控除を受けるには、毎年、市長への申告が必要となります。
　平成 20 年分の所得税から控除しきれない額が発生した場合、3 月 16 日までに税務署または市税務課へ「市
県民税住宅借入金等特別税額控除申告書」を提出してください。
■住宅借入金等特別税額控除申告書の提出方法・提出先
　○所得税の確定申告をされる方　　→　所得税の確定申告書とともに税務署へ提出してください。
　○所得税の確定申告をされない方　→　源泉徴収票を添付して市税務課へ提出してください。
■計算方法
　住民税からの住宅借入金等特別控除額は、次の①、②のいずれか少ない金額から③を引いた額。
　①前年分の所得税の住宅借入金等特別控除可能額
　②税源移譲前の税率で算出した前年分の所得税額（住宅借入金等特別控除前）
　③税源移譲後の税率で算出した前年分の所得税額（住宅借入金等特別控除額）

●お問い合せ　税務課課税係　☎ 63 ｰ 4803

寄附金　４万円

①適用下限額
　（控除対象外）
　＝ 5,000 円

寄附控除対象
３万 5,000 円

②所得税の税額
　軽減
　＝ 3,500 円

住民税の税額控除
３万 1,500 円

③住民税の基本控除額　35,000円×10％＝3,500円
　住民税の特例控除額
　　90％−10％（所得税の限界税率）＝80％
　　35,000円×80％＝28,000円
　　※住民税所得割額の１割が限度です
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個人住民税（市県民税）が改正されます
年金から住民税を天引きする制度が始まります

　公的年金を受給されている方で、これまで納付書や口座振替でお支払いいただいていた公的年金にかかる
個人住民税が、平成 21 年 10 月からは年金から天引きされるようになります。
　この制度を個人住民税の年金からの特別徴収制度といいます。（個人住民税を納付書や口座振替で納付す
る方法は、普通徴収といいます。）
■対象となる方
　公的年金にかかる個人住民税の納税義務者のうち、4 月 1 日現在において国民年金法に基づく老齢基礎年
金等の支払いを受けている 65 歳以上の方。
　ただし、次の方は特別徴収の対象となりません。
　○老齢基礎年金等の給付額の年額が 18 万円未満である場合
　○当該年度の特別徴収税額が老齢基礎年金等の給付額の年額を超える場合
　○介護保険料が年金から天引きされていない場合
■対象となる住民税額
　公的年金等に係る所得に対する個人住民税の所得割額及び均等割額。
　なお、公的年金以外に給与所得や事業所得など他の所得がある場合は、これらに係る所得割額及び均等割
額は給与から天引きされる特別徴収、または自分で納付書や口座振替により納付する普通徴収となります。
■対象となる年金
　老齢基礎年金・老齢厚生年金・退職共済年金など
■実施時期
　平成 21 年 10 月に支給される年金から実施されます。
■特別徴収の方法
　年 6 回の公的年金支払時に、社会保険庁等が特別徴収を行い、翌月 10 日までに市に納入します。
　なお、新たに特別徴収になる方と 2 年目以降の方では特別徴収の方法が異なります。
　●初年度（初めて天引きされる年度）
　　平成 21 年度は全ての方がこの徴収方法になります。

普通徴収
（年税額の半分）

特別徴収
（年税額の半分を年金天引き）

○年度の前半（普通徴収）
公的年金等に係る個人住民税の半分を 6 月、8 月の
2 回に分けて普通徴収により納付

○年度の後半（特別徴収）
残りの個人住民税の半分を 10 月、12 月、2 月の３
回に分けて年金から特別徴収により納付

6 月 8 月 10 月 12 月 2 月
年税額
の 1/4

年税額
の 1/4

年税額
の 1/6

年税額
の 1/6

年税額
の 1/6

　● 2 年目以降（前年度から継続して天引きされる年度）
特別徴収　仮徴収

（前年度 2 月天引きの額）
特別徴収　本徴収

 ( 年税額から仮徴収額を引いた額 )
4 月 6 月 8 月 10 月 12 月 2 月

前年の下半期
分の額の 1/3

前年の下半期
分の額の 1/3

前年の下半期
分の額の 1/3

年税額から仮徴収額
を控除した額の 1/3

年税額から仮徴収額
を控除した額の 1/3

年税額から仮徴収額
を控除した額の 1/3

○年度の前半（仮徴収）
　前年度の後半の特別徴収税額を 4 月、6 月、8 月の 3 回に分けて年金から特別徴収により納付
○年度の後半（本徴収）
　年税額から仮徴収額を引いた残りの税額を 10 月、12 月、2 月の 3 回に分けて年金から特別徴収により納付

〈特別徴収の例〉
　収入が公的年金のみで、個人住民税が平成 21 年度は 30,000 円、22 年度は 24,000 円の場合
　平成 21 年度　　　　　　　　　　　　　　　　平成 22 年度

普通徴収 特別徴収 特別徴収　仮徴収 特別徴収　本徴収
6月 8月 10月 12月 2月 4月 6月 8月 10月 12月 2月

7,500円 7,500円 5,000円 5,000円 5,000円 5,000円 5,000円 5,000円 3,000円 3,000円 3,000円
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ケーブルネットワーク特集  第�9回

　市ではケーブルネットワークの加入推進説明会の「出前説明会」
を行っています。
　各種団体や小グループでケーブルネットワーク事業について聞き
たい場合は、企画情報課までご連絡ください。職員が出向いて、分
かりやすくご説明いたします。

「出前説明会」を開催しています。

ケーブルネットワーク伝送路調査の協力について
　ケーブルネットワーク事業における伝送路敷設のため、竹田市全域でＮＴＴ西日本大分支店の職員が、電
柱などの調査を実施しています。
　調査のため敷地内に立ち入ることもございますのでご協力お願いいたします。
　なお、調査員は調査員証を携帯しています。

電柱の２次占用承諾の協力について
　ケーブルネットワーク事業における伝送路敷設のため、ＮＴＴ西日本大分支店の職員が、電柱の２次占用
承諾（光ケーブルを架ける承諾）をいただくため、お願いに伺いますので、ご協力をお願いいたします。
　なお、調査員は調査員証を携帯しています。

事業や加入申込に関するお問い合せ、出前説明会のお申し込みは企画情報課 ☎63ｰ4801まで

承諾をいただく
対　象　者

公共道路（国・県・市道）を除く民間の土地に電柱があって、市の光ケー
ブルを新たに架ける場合に、土地の所有者へお願いに伺います。

現在のアナログ放送は、
平成23年７月24日までに終了します。

共同受信施設の地上デジタル放送に係る
説明会・個別相談会

　テレビ受信障害共同受信施設やマンション
等の集合住宅共同受信施設を保有・運営されて
いる方を対象にデジタル放送への対応に係る
説明会・個別相談会を開催します。　
　デジタル化改修について、国、放送事業者、
ケーブルテレビ事業者、工事業者の担当者が個
別に対応いたします。
　お気軽にご参加下さい。 
日　時　3 月 12 日㈭　13 時～ 16 時
場　所　大分文化会館〔大分市〕
参加費　無料
申込方法　適宜様式で会場名、説明会・個別相

談会の両方またはいずれか、団体名等、参加
者氏名、連絡先等を記入のうえ、メールまた
はファックス等でお申し込み下さい。

締切り　3 月 5 日㈭まで
●お問い合せ・申込み
　総務省九州総合通信局放送部有線放送課
　☎ 096-326-7879　FAX 096-326-7867
　Ｅメール　h-yuho@rbt.soumu.go.jp

中継局 開局時期（予定） 備　　考
竹　　田 平成 21 年 4 月 13 日 三宅山
波　　野 7 月まで 熊本波
緒　　方 8 月まで
竹田会々

12 月まで
直　　入
竹 田 南

平成 22 年 12 月まで久　　住 ＯＡＢを除く
久住白丹 ＯＡＢを除く

　現在、竹田市では、ケーブ
ルネットワーク事業の説明と
加入推進のため、皆様のお宅
に職員がお伺いしています。
　ご理解とご協力をお願いし
ます。
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総務省　椎川審議官来竹！
　1 月 8 日から 9 日にかけ、竹田市まちづくり仕掛け人とし
てご指導頂いている地域再生伝道師の斉藤俊幸さんのご案内
により、総務省地域力創造審議官の椎川忍氏が来竹されまし
た。平成 19 年度から事業展開している「竹田食育ツーリズ
ム雇用創出大作戦！」による地域活性化と雇用創造の取組み
を行っている荻・久住・直入・竹田とそれぞれの地域を訪れ、
視察されました。
　1 月 9 日には、「郷土料理研究会」で実証実験を続けてい

る「朝カフェ」に参加されました。午前 7 時から竹田地区の八幡川横丁にある旧清水湯（銭湯）跡を会場に、
地元の食材を使った正月料理や釜揚げうどんなどに参加者とともに舌鼓をうたれた後、「朝談義」で参加者
全員と意見交換を行い、地域活性化に向けて多くの参考事例やご意見を聞かせていただきました。
　椎川氏は現在、定住自立圏構想の推進や地域おこし協力隊の創設、地方に対する 6,000 億円の生活対策交
付金の国会対策、農山漁村プロジェクトの推進などの重要課題を担っており、極めて多忙な中、訪れていた
だきました。また、これまで島根県や宮崎県等 4 回にわたる地方勤務の経験もあり、地方の現状や課題に精
通し、私たちにもわかりやすくご教授いただきました。参加者からは「また機会があればぜひ時間をかけて
お話を聞きたい」という声があり、椎川氏も快く再会をお約束して頂きました。限られた時間の中で、各地
域の取組みや研究会の様子を直接ご覧頂いたことは、大きな励みとなります。

厚生労働省『地域雇用創造実現事業』に採択される
　平成 20 年度に新たに制度化された厚生労働省の地域
雇用創造実現事業（新パッケージ事業を後押しする事業）
に竹田市が採択され、2 月から平成 23 年 3 月まで事業
を実施します。
　これまで「竹田食育ツーリズム雇用創出大作戦！」で
雇用や起業、創業を目指し、様々なモノづくりや仕組み
づくりに取り組んできましたが、この事業は実現に向け
て具体的な作業を推進し、地域エージェント（地域商社）
を核に地域内企業による生産、販売等を確立させること
を目的とするものです。この事業を「竹田市地域エージェ
ント・ブランドワン大作戦！」と名付けて事業を実施し
ていきます。次回からは、新パッケージ事業の進ちょく
状況と併せて、この実現事業の詳細をお知らせします。
食育ツーリズム事業
　着地型旅行商品づくりと観光キャンペーンを実施
ブランド化事業
　地域ブランド商品を開発し販路開拓を行う。地域エー
ジェント拠点整備、チャレンジショップ開設

  食育ツーリズム雇用創出大作戦（新パッケージ事業）

ここから拓く未来！  竹田市経済活性化促進協議会  ☎ 62-2122   http://taketa-syokuiku.org/

○２月の研究会（予定）
周遊型観光 4 日㈬ 13:30 ～ 竹田市役所
アレルギー 4 日㈬ 18:30 ～ 社会福祉ｾﾝﾀｰ
どぶろく・ワイン 5 日㈭ 19:00 ～ 社会福祉ｾﾝﾀｰ

田楽火鉢
10 日㈫ 9:00 ～ 民芸の里
24 日㈫ 9:00 ～ 　  〃　 

どぶろく
12 日㈭ 19:00 ～ バドカフェ
24 日㈫ 13:00 ～ 　　〃　　

ジャム・ソース 18 日㈬ 18:30 ～ 社会福祉ｾﾝﾀｰ
薬膳料理 19 日㈭ 14:00 ～ 緒環
農産加工 19 日㈭ 19:00 ～ ※未定
ジュース 20 日㈮ 10:00 ～ 荻加工所
ステンドグラス 20 日㈮ 13:30 ～ 四季の里
郷土料理 21 日㈯  7:00 ～ バドカフェ
交流店舗 23 日㈪ 10:00 ～ 竹田櫻
総合デザイン 23 日㈪ 18:30 ～ ※未定
商家民泊 24 日㈫ 10:00 ～ 志保屋蔵
岡城魅力 26 日㈭ 13:30 ～ 岡城会館
温泉地づくり 27 日㈮ 10:00 ～ 花水月

朝談義で意見交換を行う椎川審議官
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竹
田
医
師
会
病
院
よ
り

　
竹
田
市
は
、
県
内
の
他
地
域
に

比
べ
医
療
資
源
（
病
床
・
医
療
ス

タ
ッ
フ
な
ど
）
が
不
足
し
て
い
ま

す
。
特
に
当
院
は
、
皆
様
も
ご
存

知
の
と
お
り
、
平
成
19
年
以
来
、

医
師
・
看
護
師
を
は
じ
め
と
す
る

ス
タ
ッ
フ
が
慢
性
的
に
不
足
し
て

い
ま
す
。
さ
ら
に
新
型
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
の
大
流
行
期
に
は
、
医
療

従
事
者
の
う
ち
最
大
４
割
が
診
療

に
参
加
で
き
な
く
な
る
と
い
う
試

算
も
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
こ
の
よ
う
な
非
常

事
態
に
は
当
院
の
み
で
は
十
分
に

対
応
で
き
る
は
ず
も
無
く
、
地
域

の
医
師
・
看
護
師
な
ど
の
自
主
的

な
診
療
参
加
が
必
要
に
な
る
の
で

は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
昨
年
の
12
月
19
日
に
、
豊
肥
保

健
所
・
竹
田
市
・
竹
田
市
医
師
会

の
協
力
の
下
、
県
内
で
３
番
目
と

な
る
大
流
行
を
想
定
し
た
発
熱
外

来
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

　
訓
練
を
実
施
し
て
初
め
て
さ
ま

ざ
ま
な
課
題
・
問
題
点
が
存
在
す

る
こ
と
に
気
が
つ
き
ま
し
た
。

　
現
在
、
訓
練
か
ら
得
た
教
訓
や

反
省
点
を
基
に
、
院
内
行
動
計
画

を
策
定
中
で
す
。
地
域
の
医
療
を

存
続
さ
せ
る
た
め
に
、
我
々
ス

タ
ッ
フ
は
努
力
を
続
け
て
い
ま
す
。

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
県
内
で

大
流
行
し
た
場
合
に
は
、
市
内
で

も
多
く
の
患
者
が
発
生
す
る
こ
と

が
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。
患
者
が

大
発
生
し
た
場
合
で
も
、
医
療
機

関
が
混
乱
す
る
こ
と
な
く
適
切
な

医
療
を
提
供
し
続
け
る
こ
と
が
大

切
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
当
院
も

依
然
厳
し
い
状
態
で
は
あ
り
ま
す

が
、
最
善
の
努
力
を
怠
ら
な
い
よ

う
に
し
て
い
ま
す
。

（
感
染
対
策
委
員
長

　
　
総
合
診
療
科
　
林
下 

陽
二
）

―

み
ん
な
が
で
き
る

　
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対
策

発
生
・
流
行
す
る
前

○
感
染
防
止
の
た
め
に

　
マ
ス
ク
、
う
が
い
、
手
洗
い
が

予
防
の
基
本
で
す
。

　
咳
や
く
し
ゃ
み
が
で
た
ら
、
他

の
人
に
う
つ
さ
な
い
た
め
に
マ
ス

ク
を
着
用
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、

咳
を
し
て
い
る
人
に
は
、
マ
ス
ク

を
着
け
て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

こ
ま
め
に
う
が
い
、
手
洗
い
を
し
、

鼻
水
や
痰
な
ど
を
含
ん
だ
テ
ィ
ッ

シ
ュ
は
、
す
ぐ
に
ゴ
ミ
箱
に
捨
て

ま
し
ょ
う
。

○
大
流
行
に
備
え
て

　
２
週
間
程
度
の
食
料
・
水
・
日

用
品
を
備
蓄
し
ま
し
ょ
う
。

　
流
行
期
に
な
る
べ
く
外
出
し
な

く
て
済
む
よ
う
に
少
な
く
と
も
２

週
間
程
度
、
食
料
や
水
、
日
用
品

等
を
準
備
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

発
生
・
流
行
し
た
ら

○
感
染
拡
大
を
避
け
る
た
め
に

　
不
要
不
急
の
外
出
は
控
え
ま

し
ょ
う
。

　
地
域
で
外
出
を
自
粛
し
た
り
、

学
校
の
休
校
や
集
会
の
延
期
と

い
っ
た
措
置
が
講
じ
ら
れ
る
こ
と

も
想
定
さ
れ
ま
す
。
人
と
人
と
の

接
触
の
機
会
を
減
ら
す
こ
と
が
非

常
に
重
要
で
す
。

○
家
族
の
誰
か
が
発
症
し
た
ら

　
最
初
は
必
ず
「
発
熱
相
談
セ
ン

タ
ー
」（
保
健
所
）
に
連
絡
し
ま

し
ょ
う
。

　
直
接
医
療
機
関
で
受
診
し
な
い

で
く
だ
さ
い
。
新
型
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
の
場
合
に
は
、
他
の
患
者
に

感
染
す
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

ま
ず
保
健
所
に
連
絡
し
、
県
が
指

定
す
る
医
療
機
関
で
受
診
し
て
く

だ
さ
い
。

○
大
流
行
が
起
き
た
ら

　
不
要
不
急
の
受
診
は
控
え
、
医

療
の
確
保
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　
大
流
行
時
に
は
、
医
療
機
関
で

受
診
す
る
患
者
が
増
え
る
こ
と
が

予
想
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
生
命
に

関
わ
る
救
急
の
患
者
、
人
工
透
析

な
ど
継
続
的
な
治
療
が
必
要
な
患

者
も
い
ま
す
。

　
本
当
に
医
療
が
必
要
な
人
の
た

め
に
医
療
の
確
保
に
ご
協
力
く
だ

さ
い
。

●
お
問
い
合
せ

　
健
康
増
進
課

　
☎
63
‐
４
８
１
０

　
豊
肥
保
健
所

　
☎
０
９
７
４
‐
22
‐
０
１
６
２

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
診
療
に
従
事
す
る
医
療
ス
タ
ッ
フ
は
、
院
内
感
染
な
ど

を
防
ぐ
た
め
に
こ
の
よ
う
な
服
装
を
し
て
診
療
を
行
い
ま
す
。
声
が
聞
き
取
り
に

く
い
場
合
な
ど
は
、
遠
慮
な
く
ス
タ
ッ
フ
に
お
申
し
付
け
く
だ
さ
い
。

新型インフルエンザ
　毎年流行しているインフル
エンザと異なり、これまで人
に感染することがなかった鳥
インフルエンザが、人から人
に感染するウイルスに変異す
るものです。
　現在、高病原性鳥インフル
エンザ ( Ｈ５Ｎ１型 ) が原因
となる可能性があり、大流行
を引き起こすのではないかと
いわれています。
　新型インフルエンザの発生
に際しては、感染の広がりを
抑え、被害をできる限り小さ
くするために、一人ひとりが
必要な準備をすすめ、適切に
対応していくことが大切で
す。

○
特
集
　
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
　
２

医
療
の
現
場
で
は
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竹
田
市
長　

牧　
　

剛　
尓

　

世
の
中
暗
い
ニ
ュ
ー
ス
ば
か
り
の

新
年
の
ス
タ
ー
ト
で
し
た
が
、
わ

が
竹
田
市
は
素
晴
ら
し
い
お
年
玉

を
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

久
住
町
都
野
へ
の
旅
館
「
久
住 

小
笠
原
」
の
進
出
。
荻
町
へ
の
農

業
法
人
「
ワ
ー
ル
ド
フ
ァ
ー
ム
」

の
進
出
。
こ
れ
か
ら
10
億
円
近
い

事
業
投
資
を
し
て
そ
れ
ぞ
れ
建
設

を
始
め
る
と
の
事
で
す
し
、
い
ろ

ん
な
資
材
調
達
や
、
食
材
な
ど
も

積
極
的
に
地
元
優
先
を
し
て
い
た

だ
く
こ
と
と
な
り
ま
す
。
何
よ
り

も
う
れ
し
か
っ
た
の
は
両
社
の
進

出
絶
対
条
件
が
光
ケ
ー
ブ
ル
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
整
備
で
あ
る
と
言
及

し
て
い
た
だ
い
た
こ
と
で
す
。

　

ワ
ー
ル
ド
フ
ァ
ー
ム
は
、
将
来

的
に
30
㌶
の
直
営
と
70
㌶
の
契
約

栽
培
を
実
施
し
て
、〝
儲
か
る
農

業
〟を
目
指
し
た
い
と
し
、ア
メ
ー

バ
ー
的
に
展
開
し
て
い
き
た
い
と

し
て
い
ま
す
の
で
、
竹
田
市
の
農

業
が
変
化
し
て
く
る
こ
と
が
期
待

さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
竹
田
市
街
地
へ
の
「
萱

島
酒
造
」
の
焼
酎
製
造
所
建
設
も

実
施
に
向
け
て
進
め
て
お
り
、
新

た
な
賑
わ
い
の
場
も
創
造
さ
れ
ま

す
。
入
田
の
「
九
州
ジ
ー
ジ
ー

シ
ー
」
も
事
業
拡
大
を
進
め
て
い

ま
す
。
い
ず
れ
も
新
た
な
雇
用
の

場
の
創
出
に
つ
な
が
る
も
の
で
あ

り
ま
す
。
こ
れ
ら
を
足
が
か
り
に

元
気
な
竹
田
市
づ
く
り
を
進
め
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
９
月
に
大
分
に
お
住
ま
い

の
「
美
香
さ
ん
」
か
ら
故
郷
竹
田

の
発
展
を
期
待
す
る
お
便
り
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
住
所
が
わ
か
ら

ず
、
こ
の
紙
面
を
か
り
て
ご
返
事

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

㉒

Der Friese spricht　フリース人が語る

料理とワインの組み合わせ 
　「今夜はワインを飲みたい！」あなたはさっそくお酒屋さんへ。ところが陳列ケー
スには赤・白、辛口・甘口、フランス、スペイン、ドイツ…ワインの多様性の広さ
にあなたはケースの前で戸惑うばかり。仕方なくスーパーで適当に買ってみたら、
全然好みではなくて失望…ワインを楽しむどころか、次から「もうビールでいいや」
になるかも。それではつまらない。
　そこで、この連続記事では、皆さんがワイン通になるようにいろいろご説明させ
ていただきます。今回はワインと料理の組み合わせ方についてです。
　美味しいご馳走には美味しいワインが不可欠だと言いますが、双方は相性が重要
です。どんなワインでも全ての料理に合う訳ではありません。ワインと料理の組み
合わせがよくなければなりません。なお、それぞれの味が互いに覆いかぶさらなけ
れば組み合わせは良いとされています。
　一般的にワインに合う料理を作るのではなく、料理に合うワインを選ぶということが普通です。ワイ
ンが料理の味を圧倒してはいけないし、ワインが料理の味にかき消されてもいけません。
　料理について以下のことを十分に考慮し、適切なワインを選ぶことが重要です。
　　①強度　料理の味は濃い（強い・重い）か薄い（弱い・軽い）か。
　　②味　　どんな味（甘味、酸味、塩味、苦味）がメインか。
　　③食感　料理は軽く乾いているか、油っぽいか、硬いか、ドロリとしているか…。
　料理の特性（こってり、塩辛い、軽い…）を判断し、適切なワイン（フルーティー、甘口、辛口…）
を見極めるのです。軽い料理には軽いワイン、濃厚な料理にはコクのあるワインを。そして料理も軽い
味のもの、次に強い味のものを出す。
　和食で例えると、天ぷらには「酸味の効いた辛口」の白ワインが、刺身・酢ガキなど素材の持ち味を
生かした和食には「ごく辛口」の白ワインが合うと思います。ホワイトソース系の料理には「コクのある」
白ワインがピッタリです。中華にはロゼワインがよく合います。淡い味付けの肉料理では「軽い」赤ワ
インが、濃い味付けやスパイスの効いた肉料理では「強いコクのある」赤ワインがよく合います。
　もちろん、人はそれぞれ好みや感性が違います。一番重要な基準はあなたの好みです。次回は買い物
での「ワインの区別とレーベルの読み方」です。お楽しみに！

国際交流員
ゼンケ・グリュッツマハー

竹田市人事異動
平成21年１月１日付
※（　）内は旧役職

■課長
▽（兼）総務企画部企画
情報課参事（総務企画部
国体推進室長）藪亀洋一
■課長補佐
▽（兼）産業建設部建設
課長補佐（総務企画部国
体推進室長補佐）阿南智
博
■一般

【総務企画部】▽総務課（市
民福祉部保険課）古田卓
▽（兼）企画情報課（総
務企画部国体推進室）藤
島勲▽（兼）市民福祉部
保険課（総務企画部国体
推進室）足達崇徳
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本
校
は
久
住
町
白
丹
に
あ

り
、
全
校
生
徒
が
68
名
の
小

規
模
な
学
校
で
す
。
雄
大
な

く
じ
ゅ
う
連
山
を
一
望
で
き

る
自
然
環
境
に
恵
ま
れ
、
生

徒
た
ち
は
、
学
習
は
も
ち
ろ

ん
の
こ
と
、
生
徒
会
活
動
や

部
活
動
に
真
剣
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

　

本
校
は
、
研
究
テ
ー
マ
を

「
一
人
ひ
と
り
が
満
足
感
を
味

わ
え
る
指
導
の
あ
り
方
」
と

定
め
、『
仲
間
づ
く
り
・
個
に

応
じ
た
学
習
・
命
の
教
育
』

を
目
指
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

を
受
け
、
生
徒
会
も
「
元
気
・

本
気
・
や
る
気
」
を
テ
ー
マ

に
仲
間
づ
く
り
や
自
治
の
花

園
づ
く
り
に
頑
張
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
成
果
が
、
体
育
大

会
や
文
化
祭
・
校
外
活
動
等

に
現
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

部
活
動
に
も
良
い
影
響
を
及

ぼ
し
て
い
ま
す
。
少
人
数
な

が
ら
県
駅
伝
大
会
で
も
常
連

校
と
な
っ
て
い
ま
す
。

  

今
年
度
は
更
に
『
あ
す
な
ろ

平
成
塾
設
置
支
援
事
業
』
に

も
取
り
組
ん
で
お
り
、
花
や

野
菜
を
栽
培
す
る
活
動
を
通

し
て
、
生
徒
た
ち
は
土
に
触

れ
、
自
然
に
対
す
る
関
心
が

高
く
な
っ
て
い
ま
す
。
特
に
、

一
年
生
は
小
豆
の
栽
培
を
す

る
こ
と
で
「
調
べ
る
」「
栽
培

す
る
」「
収
穫
す
る
」「
食
べ
る
」

等
に
取
り
組
み
な
が
ら
『
食
』

の
命
・『
感
謝
』
の
心
・『
協
力
』

の
大
切
さ
を
考
え
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、

法
務
省
や
人
権
擁
護
委
員
会

よ
り
感
謝
状
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
こ
れ
も
地
域
の
方
々

や
三
重
総
合
高
校
久
住
校
の

先
生
方
の
ご
指
導
・
ご
支
援

の
お
陰
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

今
後
と
も
久
住
中
学
校
の
発

展
に
ご
支
援
・
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

（
豊
田
千
鶴
）

ぼくたち・わたしたちの学び舎

久住中学校

仲
間
づ
く
り
と
個
に
応
じ
た
学
習
、

命
の
教
育
を
目
指
し
て

中
学
生
６
人

　

ド
イ
ツ
に
ホ
ー
ム
ス
テ
イ

　

市
内
の
中
学
校
２
年
生
６
名

が
、
12
月
５
日
か
ら
18
日
ま
で
姉

妹
都
市
で
あ
る
ド
イ
ツ
の
バ
ー

ト
ク
ロ
ツ
ィ
ン
ゲ
ン
市
を
訪
れ
、

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
す
る
な
ど
交
流

を
深
め
ま
し
た
。

　

12
月
19
日
、
帰
国
報
告
に
市
役

所
を
訪
れ
た
生
徒
た
ち
は
「
ホ
ス

ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
交
流
で
き
た
」

「
も
う
少
し
ド
イ
ツ
に
い
た
か
っ

た
」
な
ど
と
楽
し
か
っ
た
旅
を
振

り
返
り
ま
し
た
。

○
参
加
者
（
中
学
校
）
※
敬
称
略

　

小
大
塚
健
次
郎
（
竹
田
南
部
）

　

衛　
藤　

史　
弥
（
直
入
）

　

石　
井　
　
　

真
（　
〃　
）

　

工　
藤　

遼　
一
（　
〃　
）

　

山
井　

紗
也
香
（　
〃　
）

　

姫　
野　

大　
生
（
竹
田
）

甘
い
香
り
が
漂
う
ハ
ウ
ス
で

一
足
早
く
い
ち
ご
狩
り

　

12
月
22
日
、
道
の
駅
「
竹
田
」

の
い
ち
ご
農
園
で
城
原
小
学
校
の

児
童
22
人
が
、
24
日
の
オ
ー
プ
ン

に
先
立
ち
、
い
ち
ご
狩
り
を
楽
し

み
ま
し
た
。

　

甘
い
香
り
が
漂
う
ビ
ニ
ー
ル
ハ

ウ
ス
の
中
で
子
ど
も
達
は
、
次
々

と
口
に
い
ち
ご
を
運
び
「
甘
い
」

「
お
い
し
い
」
と
、
一
足
早
い
い

ち
ご
狩
り
を
楽
し
ん
で
い
ま
し

た
。

　

い
ち
ご
農
園
で
は
、
昨
年
ま
で

の
「
と
よ
の
か
」
や
「
紅
ほ
っ
ぺ
」

に
、
今
年
は
新
し
い
品
種
「
さ
が

ほ
の
か
」
が
加
わ
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
い
ち
ご
狩
り
は
５
月
ま

で
楽
し
め
る
そ
う
で
す
。

○
道
の
駅
「
竹
田
」
い
ち
ご
農
園

　

☎
66
‐
３
０
０
３

報告に訪れた生徒たち

いちご狩りを楽しむ子どもたち
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写
真
の

魚
が
「
伝

え
た
い
ふ

る
さ
と
竹

田
」（
平
成

18
年
６
月

№
58
）
で

紹
介
し
た

カ
マ
ツ
カ

（
竹
田
地

方
で
は
カ

マ
ス
カ
）

で
す
。
激
減
し
た
と
さ
れ
て
い

た
こ
の
魚
を
最
近
よ
く
見
か
け

る
よ
う
に
な
っ
た
と
巷
で
話
題

と
な
っ
て
い
ま
す
。

庶
民
の
蛋
白
源
に
！

　
明
治
７
年
頃
、
熊
本
の
人
か

ら
招
か
れ
治
療
に
行
っ
た
玉
来

出
身
の
嵩
地
白
孝
医
師
は
、
カ

マ
ツ
カ
料
理
を
ご
馳
走
に
な
り

ま
し
た
。
医
師
は
「
蛋
白
源
が

不
足
が
ち
な
奥
豊
後
の
人
々
に

は
も
っ
て
こ
い
だ
」
と
考
え
、

莫
大
な
運
搬
金
を
出
し
、
80
㎞

を
注
意
深
く
持
ち
帰
り
、
玉
来

川
に
放
流
し
た
と
伝
え
ら
れ
て

い
ま
す
。

　
そ
の
後
、
博
覧
会
に
出
品
し
、

時
の
県
令
（
現
在
の
県
知
事
）

か
ら
金
一
封
が
医
師
に
贈
ら
れ

た
り
も
し
ま
し
た
。

嵩た
か

地ち

か
　
嵩こ
う

地じ

か
　
嵩た
け

地ち

か

　
文
献
（
大
分
県
歴
史
人
物
事

典
、
竹
田
、
直
入
写
真
集
）
に

よ
る
と
嵩た
か

地ち

、
嵩こ
う

地じ

と
紹
介
さ

れ
て
い
ま
す
。
い
ず
れ
が
正
し

い
か
地
元
の
方
に
聞
く
の
が
一

番
だ
と
考
え
、
竹
葉
の
高
橋
幸

夫
さ
ん
に
尋
ね
る
と
「
堀
家
（
堀

薬
局
）
が
嵩
地
家
に
近
い
よ
。」

と
の
こ
と
。
さ
ら
に
嵩
地
医
師

の
顔
写
真
ま
で
提
供
し
て
い
た

だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
嵩

地
に
つ
い
て
は
「
た
け
ち
」
と

呼
ん
で
い
た
こ
と
も
わ
か
り
、

「
嵩た
け

地ち

白は
っ

孝こ
う

医
師
」
と
紹
介
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
カ
マ
ス
カ
は
甘
露
煮
が
最
高

だ
と
い
い
ま
す
。
ま
だ
紹
介
し

た
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
今

後
の
機
会
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

（
仲
村
　
睦
雄
）

㊶

カマスカと嵩
たけ

地
ち

白
はっ

孝
こう

医師

　
前
日
に
「
今
年
一
番
の
寒
さ
」

と
聞
き
、
赤
川
温
泉
に
行
っ
て
き

ま
し
た
。
国
道
に
は
雪
が
全
く
な

か
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
着
い

て
み
る
と
20
㌢
以
上
の
積
雪
が
。

驚
く
私
を
見
て
、
赤
川
荘
の
池
田

さ
ん
は
「
こ
こ
は
九
州
じ
ゃ
な
い

か
ら
」
と
笑
顔
で
話
し
ま
し
た
。

　
午
前
10
時
頃
だ
っ
た
の
で
す

が
、気
温
は
氷
点
下
、温
泉
が
凍
っ

て
で
き
る
氷
柱
も
長
い
も
の
で
約

６
㍍
に
ま
で
伸
び
て
い
ま
し
た
。

第40回

　
２
０
０
９
年
、
最
初
の
海
外
ツ

ア
ー
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。

　
そ
の
地
は
日
本
と
の
時
差
８
時

間
、
飛
行
機
で
約
12
時
間
離
れ
た

国
、
ド
イ
ツ
。

　
Ｔ
Ａ
Ｏ
の
ワ
ー
ル
ド
ツ
ア
ー
が

ス
タ
ー
ト
し
て
既
に
４
度
目
と
な

る
。
今
回
は
、
昨
年
12
月
の
凱
旋

公
演
で
披
露
し
た
新
作
舞
台
「
浮

世
夢
幻
打
楽
～
序
の
絵
巻
～
」
の

更
に
ア
レ
ン
ジ
し
た
舞
台
を
、
海

外
で
初
披
露
す
る
。
こ
れ
か
ら
、

リ
ピ
ー
タ
ー
の
方
も
初
め
て
の
方

も
、
果
た
し
て
こ
の
作
品
を
ど
の

よ
う
に
受
け
入
れ
る
だ
ろ
う
か
…
。

　
メ
ン
バ
ー
は
直
前
ま
で
そ
の
稽

古
を
余
念
な
く
続
け
、
緊
張
の
面

持
ち
の
中
、
再
演
の
地
〝
ブ
レ
ー

メ
ン
〟
で
そ
の
初
演
の
幕
を
開
け

た
。
だ
が
そ
の
緊
張
を
か
き
消
す

よ
う
に
、
温
か
く
大
き
な
拍
手
と

歓
声
が
会
場
中
を
包
ん
だ
。
最
後

の
ア
ン
コ
ー
ル
で
は
、
２
階
席
ま

で
オ
ー
ル
ス
タ
ン
デ
ィ
ン
グ
で
皆

体
を
揺
ら
し
な
が
ら
曲
を
楽
し
み
、

拍
手
が
鳴
り
止
ま
な
い
中
、
幕
を

閉
じ
た
。

　
お
客
さ
ん
た
ち
は
遠
く
異
国
の

地
で
私
た
ち
を
待
っ
て
い
て
、
そ

の
温
か
い
拍
手
は「
お
か
え
り
！
」

と
迎
え
て
く
れ
た
よ
う
に
感
じ
た
。

　
新
作
舞
台
の
反
応
に
は
、
良
い

手
応
え
を
感
じ
た
。
こ
れ
か
ら
１

か
月
の
ド
イ
ツ
ツ
ア
ー
、
ま
た
ど

ん
な
お
客
さ
ん
に
出
会
え
る
か
楽

し
み
だ
。

　（
Ｔ
Ａ
Ｏ
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

　
佐
藤
　
絵
麻
）

新作「浮世夢幻打楽」、海外での初陣

嵩地白孝医師

カマツカ（大阪府水生生物センター提供）カマツカ（大阪府水生生物センター提供）
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１
月
10
日
、
平
成
21
年
竹
田
市

消
防
特
別
点
検
が
、
消
防
署
員
、

消
防
団
員
な
ど
約
五
百
名
が
参
加

し
、
久
住
総
合
運
動
公
園
運
動
場

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

冷
た
い
風
が
吹
き
、
雪
が
舞
う

中
、人
員
服
装
点
検
や
放
水
点
検
、

分
列
行
進
等
が
行
わ
れ
、
点
検
者

の
牧
市
長
が
「
緊
急
の
備
え
、
ま

さ
に
万
全
の
感
を
強
く
し
、
大
変

頼
も
し
く
感
じ
ま
し
た
。
極
め
て

優
秀
で
し
た
。」
と
講
評
を
述
べ

ま
し
た
。

　

ま
た
、
永
年
消
防
活
動
に
従
事

さ
れ
た
な
ど
功
労
が
あ
っ
た
方
々

等
の
表
彰
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

表
彰
受
章
者
（
敬
称
略
）

大
分
県
消
防
防
災
対
策

協
議
会
会
長
表
彰

○
優
良
消
防
団
員

　

竹
田
方
面
隊　

中
山　

章
三

　

荻
方
面
隊　

清
松　

輝
見

　

久
住
方
面
隊　

志
賀　

清
隆

　

直
入
方
面
隊　

奴
留
湯
弘
憲

竹
田
市
長
表
彰

○
特
別
功
労
者

　

向
井
雄
二
郎
（
元
消
防
団
長
）

○
永
年
勤
続
功
労
者
（
15
年
以
上
）

竹
田
方
面
隊　

甲
斐
正
寿
・
後
藤
靖

文
・
足
立
浩
一
・
山
口
忠
・
松
村

典
男
・
広
瀬
恵
三
・
吉
良
公
貴
・

二
宮
三
蔵
・
堀
徳
広
・
三
田
井
浩

昭
・
高
須
礼
治
・
本
田
広
行
・
後

藤
和
司
・
工
藤
明
彦
・
藤
島
勲
・

佐
藤
哲
也
・
飛
賀
洋
一

荻
方
面
隊　

清
水
寿
夫
・
赤
木
康
造
・

後
藤
恵
至
・
高
橋
英
明
・
大
森
栄

一
・
赤
木
正
幸
・
原
田
和
也
・
小

出
直
喜

久
住
方
面
隊　

仲
田
正
和
・
小
里
誠

二
・
神
田
弘
樹
・
足
達
満
・
佐
藤

久
幸
・
佐
藤
浩

直
入
方
面
隊　

工
藤
賢
稔
・
工
藤
孝

行
・
大
塚
浩
二

○
永
年
勤
続
退
団
者
（
15
年
以
上
）

竹
田
方
面
隊　

矢
野
智
浩
・
高
野
洋

一
・
関
秀
則
・
真
井
満
・
古
澤
喜

士
雄
・
河
野
浩
昭
・
本
田
賢
二

久
住
方
面
隊　

野
田
親
治
・
熊
谷　

誉
延
・
藤
本
哲
也
・
若
杉
浩
司
・

久
々
宮
慶
二
・
筑
紫
規
久
雄
・
志

賀
義
弘

直
入
方
面
隊　

伊
藤
精

○
消
防
協
力
者

　
（
防
火
水
槽
用
地
無
償
提
供
者
）

　

堀
喜
和
（
滝
部
）・
河
井
浩
美
（
由

布
市
）・
真
菰
自
治
会

竹
田
市
消
防
団
長
表
彰

○
優
良
団
員
（
勤
続
10
年
以
上
）

竹
田
方
面
隊　

河
野
重
信
・
阿
南
忠

幸
・
後
藤
孝
典
・
土
居
昌
弘
・
阿

南
裕
司
・
添
田
龍
・
井
上
久
憲
・

森
敦
史
・
鈴
木
浩
二
・
松
井
勝
幸
・

赤
星
輝
喜
・
阿
南
公
浩
・
林
快
博
・

羽
田
野
亘

荻
方
面
隊　

進
堅
大
・
大
森
康
司
・

上
村
秀
利
・
山
村
秀
樹
・
瀬
井
英

樹
・
阿
部
大
輔
・
成
松
時
世

久
住
方
面
隊　

高
木
聖
路
・
吉
野
勝

俊
・
吉
野
正
弘
・
志
賀
直
樹
・
大

窪
孝
幸
・
麻
生
賢
士
・
小
川
裕
・

細
井
宏
治
・
魚
住
伸
也
・
飯
田
和

彦
・
佐
藤
俊
郎
・
佐
藤
竜
也

直
入
方
面
隊　

伊
藤
賢
二
・
佐
々
木

英
治
・
白
岩
秀
貴
・
工
藤
弘
明
・

永
冨
一
樹
・
工
藤
裕
崇

○
優
良
分
団

　
（
大
分
県
消
防
操
法
大
会
出
場
）

　

久
住
方
面
隊
第
１
分
団
第
２
部

　
　

小
型
ポ
ン
プ
の
部
…
優
勝

　

荻
方
面
隊
第
２
分
団

　
　

ポ
ン
プ
車
の
部
…
準
優
勝

表彰を受ける向井さん

（上）分列行進する久住方面隊
（左上）放水点検　（左下）人員服装点検

雪
、
風
、
寒
さ
に
負
け
ず
整
然
と

―
 

平
成
21
年
竹
田
市
消
防
特
別
点
検 ―
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平
成
20
年
度
竹
田
市
成
人
式

が
、
１
月
11
日
、
竹
田
市
文
化
会

館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
会
場
に
は

２
０
３
名
の
新
成
人
が
集
ま
り
ま

し
た
。

　

牧
市
長
か
ら
川
逑
真
太
郎
さ
ん

と
髙
橋
か
お
り
さ
ん
に
成
人
証
書

が
授
与
さ
れ
、
記
念
品
の
実
行

委
員
デ
ザ
イ
ン
の
マ
フ
ラ
ー
タ

オ
ル
と
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
工
房

「
フ
ォ
ー
リ
ー
フ
」
の
ペ
ー
パ
ー

ウ
ェ
イ
ト
が
、
大
石
裕
子
教
育
委

員
長
か
ら
仁
田
尾
瞳
さ
ん
に
贈
ら

れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
新
成
人
を
代
表
し
て
草

場
大
智
さ
ん
が
「
竹
田
市
で
生
ま

れ
育
っ
た
こ
と
を
大
切
に
し
て
、

自
分
達
だ
け
し
か
歩
め
な
い
人
生

を
一
生
懸
命
歩
ん
で
い
き
た
い
。」

と
誓
い
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

　

式
典
終
了
後
に
は
、
お
楽
し
み

会
が
行
わ
れ
、
中
学
校
時
代
の
恩

師
も
来
場
し
、
当
時
を
懐
か
し
ん

で
い
ま
し
た
。

　
新
成
人
（
２
８
６
名
）

　

中
学
校
区
ご
と
、
50
音
順
に
掲

載
し
て
い
ま
す
。（
敬
称
略
）

誓いの言葉を述べる
草場さん

新
成
人 

「
ふ
る
さ
と
を
大
切
に
」
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子
ど
も
た
ち
は
地
域
で
育
て
る

　

12
月
20
日
に
久
住
公
民
館
で

「
雪
っ
こ
カ
ー
ニ
バ
ル
in
久
住
」

が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

子
ど
も
や
お
年
寄
り
、
保
護
者

や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
先
生
な
ど
約

１
５
０
名
が
お
餅
つ
き
、
コ
マ
ま

わ
し
、
折
り
紙
な
ど
で
交
流
を
し

な
が
ら
楽
し
み
ま
し
た
。

長縄跳びを楽しむ子どもたち

市
営
住
宅
か
ら
暴
力
団
を
排
除

　

竹
田
市
と
竹
田
警
察
署
に
よ
る

暴
力
団
員
に
対
す
る
市
営
住
宅
等

の
使
用
制
限
に
関
す
る
協
定
書
の

調
印
式
が
、
12
月
25
日
に
市
役
所

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
市
で
は
暴
力
団
員
を
市

営
住
宅
に
入
居
さ
せ
な
い
よ
う
条

例
改
正
も
行
っ
て
い
ま
す
。

握手する市長と小出警察署長

筑
紫
名
誉
館
長
の
ご
逝
去
を
悼
む

　

昨
年
11
月
７
日
に
急
逝
さ
れ
た

瀧
廉
太
郎
記
念
館
名
誉
館
長
の
故

筑
紫
哲
也
氏
を
し
の
ぶ
会
が
、
12

月
25
日
に
瀧
廉
太
郎
記
念
館
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

瀧
廉
太
郎
の
歌
を
う
た
う
会
に

よ
る
献
歌
の
後
、
牧
市
長
が
追
悼

の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

剣
道
で
子
ど
も
の
健
全
育
成
を

　

第
10
回
市
長
旗
争
奪
竹
田
名

水
剣
道
大
会
・
第
44
回
岡
城
旗
争

奪
少
年
剣
道
大
会
が
、
12
月
20
日

に
竹
田
市
体
育
セ
ン
タ
ー
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

団
体
戦
に
23
チ
ー
ム
、
個
人
戦

に
75
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

◇
団
体
戦　

優
勝

【
小
学
校
低
学
年
】

　

直
入
少
年
剣
道
ク
ラ
ブ
Ａ

【
小
学
校
高
学
年
】

　

都
野
少
年
剣
道
ク
ラ
ブ
Ｃ

◇
個
人
戦　

優
勝　

※
敬
称
略

【
小
学
校
】

　

１
年　

安
達
真
斗
（
竹
田
南
部
）

　

２
年　

吉
野
武
尊
（
都　

野
）

　

３
年　

山
田
舜
陽
（
直　

入
）

　

４
年　

白
岩　

椋
（
直　

入
）

　

５
年　

後
藤
伯
照
（
竹
田
南
部
）

　

６
年　

後
藤
真
理
菜
（
都
野
）

【
中
学
生
】

　
　
　
　

甲
斐
健
輔
（
名
水
館
）

（左から）吉良（3 区）渡邉（4 区）後藤
志賀（1 区）甲斐（5 区）田部（2 区）の各選手

雪
の
元
旦
に
１
０
０
人
が
初
歩
き

　

今
年
も
雪
と
な
っ
た
元
旦
、
約

１
０
０
名
が
参
加
し
、
荻
新
春
歩

こ
う
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、
雪
が
舞
う
中
、
荻

公
民
館
か
ら
高
鼻
公
園
ま
で
の
約

５
㌔
の
コ
ー
ス
を
歩
き
、
初
日
を

拝
み
ま
し
た
。

まだ暗い中を歩く

お
正
月
に
健
脚
を
競
う

　

恒
例
の
第
32
回
竹
田
元
旦
マ
ラ

ソ
ン
が
、
竹
田
市
総
合
運
動
公
園

陸
上
競
技
場
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
雪
の
チ
ラ
つ
く
寒
い

中
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
が
、

１
０
０
名
以
上
の
選
手
が
参
加
し
、

健
脚
を
競
い
合
い
ま
し
た
。

追悼の言葉を述べる市長

中学生男子のスタート

竹
田
市
陸
協　

初
Ⅴ

　

12
月
21
日
に
大
分
市
で
開
か
れ

た
第
23
回
大
分
県
ク
ラ
ブ
対
抗

駅
伝
競
走
大
会
（
５
区
間
・
42
・

１
９
５
㌔
）
の
郡
市
の
部
に
お
い

て
、
竹
田
市
陸
上
競
技
協
会
Ａ

チ
ー
ム
が
初
優
勝
し
ま
し
た
。

寒さも吹き飛ばす熱戦
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講師の神田織音さん

講
談
か
ら
学
ぶ
成
年
後
見
制
度

　

１
月
17
日
、
第
４
回
竹
田
市
民

権
利
擁
護
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

が
、
竹
田
市
総
合
社
会
福
祉
セ
ン

タ
ー
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

講
談
師
の
神
田
織
音
さ
ん
が
、

独
特
の
語
り
で
楽
し
く
、
わ
か
り

や
す
く
説
明
し
て
い
ま
し
た
。

たこあげを楽しむ子どもたち

思い思いのデザインに

カ
レ
ー
を
通
し
て
国
際
交
流

　

１
月
11
日
に
道
の
駅
「
竹
田
」

で
食
文
化
交
流
イ
ベ
ン
ト
が
開
か

れ
ま
し
た
。

　

立
命
館
ア
ジ
ア
太
平
洋
大
学
か

ら
６
名
の
学
生
が
訪
れ
、
タ
イ
と

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
カ
レ
ー
を
作
り
、

道
の
駅
「
竹
田
」
の
カ
レ
ー
と
と

も
に
販
売
し
ま
し
た
。

笑顔の学生たち

一
年
の
無
病
息
災
を
願
っ
て

　

彦
山
神
社
（
炭
竈
）
で
、
１
月

14
日
に
３
５
０
年
以
上
続
く
「
ど

ん
ど
焼
き
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

積
ま
れ
た
竹
の
中
に
お
正
月
の

し
め
飾
り
な
ど
が
入
れ
ら
れ
、
火

が
付
け
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
お
き

火
で
お
餅
を
焼
き
、
今
年
一
年
の

無
病
息
災
を
願
い
ま
し
た
。

炎を囲む参加者

岡
城
や
く
じ
ゅ
う
を
眺
め
な
が
ら

　

竹
田
ス
ポ
レ
ク
交
流
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
大
会
が
１
月
18
日
に
開
か
れ

ま
し
た
。

　

ス
ポ
レ
ク
会
員
な
ど
約
60
名
が

参
加
し
、
竹
田
市
総
合
運
動
公
園

か
ら
岡
城
を
往
復
す
る
約
５
㌔
の

コ
ー
ス
を
、
景
色
を
楽
し
み
な
が

ら
元
気
よ
く
歩
き
ま
し
た
。

観光道路を歩く子どもたち

ツ
ー
リ
ズ
ム
で
地
域
再
生

　

竹
田
研
究
所
の
地
域
再
生
講
演

会
が
、
１
月
18
日
に
竹
田
市
総
合

社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
、

佐
藤
誠
北
海
道
大
学
観
光
学
高
等

研
究
セ
ン
タ
ー
教
授
に
よ
る
新
し

い
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
つ
い
て
の
講
演

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

講演をする佐藤教授

面
接
会
に
１
０
０
名
の
参
加
者

　

竹
田
市
経
済
活
性
化
促
進
協
議

会
の
就
職
セ
ミ
ナ
ー
＆
合
同
企
業

面
接
会
が
、
１
月
22
日
に
竹
田
市

文
化
会
館
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

厳
し
い
経
済
状
況
の
中
、
14
社

か
ら
の
求
人
に
１
０
０
名
を
越
え

る
参
加
者
が
集
ま
り
ま
し
た
。

面接の様子

手
作
り
の
た
こ
が
空
に
舞
う

　

毎
年
恒
例
の
新
春
た
こ
あ
げ
大

会
が
、
１
月
４
日
に
竹
田
市
総
合

運
動
公
園
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

小
学
生
な
ど
約
60
名
が
参
加
し
、

ビ
ニ
ー
ル
と
竹
で
た
こ
を
作
り
ま

し
た
。
子
ど
も
た
ち
は
、
た
こ
を

高
く
あ
げ
よ
う
と
一
生
懸
命
走
り

回
っ
て
い
ま
し
た
。

　

た
こ
あ
げ
の
後
は
、
ぜ
ん
ざ
い

が
振
舞
わ
れ
ま
し
た
。
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２
月
28
日
か
ら
３
月
８
日
ま
で

を
「
子
ど
も
予
防
接
種
週
間
」
と

し
、
定
期
予
防
接
種
を
推
進
し
ま

す
。

　

三
種
混
合
（
ジ
フ
テ
リ
ア
、
破

傷
風
、
百
日
咳
）、
二
種
混
合
（
ジ

フ
テ
リ
ア
、
破
傷
風)

、
Ｍ
Ｒ(

麻

し
ん
・
風
し
ん)

、
Ｂ
Ｃ
Ｇ
な
ど

の
定
期
予
防
接
種
を
ま
だ
接
種
し

て
い
な
い
場
合
は
、
か
か
り
つ
け

の
医
療
機
関
で
ぜ
ひ
お
受
け
く
だ

さ
い
。

○
週
休
日
・
夜
間
等
の
対
応

　
「
子
ど
も
予
防
接
種
週
間
」
期

間
中
は
、
県
内
の
協
力
医
療
機
関

で
週
休
日
や
夜
間
等
も
予
防
接
種

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

市
内
で
は
、
竹
田
医
師
会
病
院

で
左
記
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

予
防
接
種
を
希
望
さ
れ
る
方
は
事

前
に
予
約
を
し
て
く
だ
さ
い
。

２
月
28
日
㈯
９
時
～
11
時
30
分

３
月
２
日
㈪
13
時
～
15
時
30
分

３
月
４
日
㈬ 

13
時
～
15
時
30
分

３
月
５
日
㈭ 
13
時
～
15
時
30
分

３
月
６
日
㈮ 
13
時
～
15
時
30
分

３
月
７
日
㈯ 

９
時
～
11
時
30
分

○
通
常
の
予
防
接
種

　

左
記
の
市
内
協
力
医
療
機
関
で
、

各
種
予
防
接
種
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
事
前
に
予
約
が
必
要
で
す
。

【
市
内
協
力
医
療
機
関
】

伊
藤
医
院　

   

☎
75
‐
２
２
２
２

佐
藤
医
院　

   

☎
68
‐
２
０
０
５

竹
田
診
療
所   

☎
62
‐
４
０
１
４

竹
田
医
師
会
病
院 

☎
63
‐
３
２
４
１

大
久
保
病
院   

☎
64
‐
７
７
７
７

久
住
加
藤
医
院 

☎
76
‐
０
０
０
８

※
大
久
保
病
院
と
久
住
加
藤
医
院

は
３
歳
以
上
の
み
接
種
対
象

　

市
外
医
療
機
関
で
接
種
を
希
望

さ
れ
る
方
は
、
実
施
日
時
が
各
医

療
機
関
で
異
な
り
ま
す
の
で
、
か

か
り
つ
け
の
医
療
機
関
に
直
接
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

竹
田
市
で
は
水
ぼ
う
そ
う
と

お
た
ふ
く
か
ぜ
の
予
防
接
種
も

特
別
に
無
料
で
実
施
し
て
い
ま

す
。
ぜ
ひ
お
受
け
く
だ
さ
い
。

麻
し
ん
風
し
ん
（
Ｍ
Ｒ
）
の

予
防
接
種
は
受
け
ま
し
た
か
？

第
１
期　

１
歳
の
誕
生
日
の
前
日

か
ら
２
歳
の
誕
生
日
の
前
々
日

ま
で

第
２
期　

平
成
14
年
４
月
２
日

　

か
ら
平
成
15
年
４
月
１
日
生

第
３
期　

平
成
７
年
４
月
２
日

　

か
ら
平
成
８
年
４
月
１
日
生

第
４
期　

平
成
２
年
４
月
２
日

　

か
ら
平
成
３
年
４
月
１
日
生

　

第
２
期
、
第
３
期
、
第
４
期
の

対
象
者
で
、
ま
だ
接
種
さ
れ
て
い

な
い
方
は
、
接
種
期
間
が
３
月
31

日
ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、

早
め
に
受
け
ま
し
ょ
う
。

　
感
謝
の
気
持
ち

　

昨
年
の
９
月
の
こ
と
で
す
。
あ

る
都
市
部
の
看
護
学
校
に
通
っ
て

い
る
20
代
の
女
性
が
友
達
３
人
と

竹
田
に
旅
行
に
来
て
い
て
、
事
故

を
起
こ
し
て
す
ね
を
骨
折
し
、
救

急
車
で
来
ら
れ
ま
し
た
。
手
術

を
必
要
と
す
る
大
怪
我
で
し
た
が
、

応
急
処
置
を
行
っ
て
入
院
し
て
も

ら
い
、
２
日
後
に
は
飛
行
機
で
地

元
へ
帰
ら
れ
ま
し
た
。

　

２
週
間
後
に
ご
本
人
と
父
親
か

ら
手
紙
が
届
き
ま
し
た
。
無
事
に

手
術
が
終
わ
っ
た
こ
と
の
報
告
と
、

旅
の
地
で
の
大
怪
我
で
す
ご
く
心

細
か
っ
た
が
当
院
の
看
護
師
な
ど

の
対
応
が
優
し
か
っ
た
の
で
不
安

も
軽
く
な
り
、
大
変
感
謝
し
て
い

る
と
い
う
も
の
で
し
た
。
地
元
の

大
病
院
の
看
護
師
さ
ん
は
冷
た
く

感
じ
る
と
も
書
い
て
あ
り
ま
し
た
。

私
も
返
事
を
書
き
ま
し
た
。

　
『
…
さ
て
、
当
病
院
は
田
舎
の

小
規
模
病
院
で
、
医
療
崩
壊
が
叫

ば
れ
て
い
る
現
在
、
医
師
不
足
や

看
護
師
不
足
で
本
当
に
大
変
な
状

況
が
続
い
て
い
る
病
院
で
す
。
国

（
厚
生
労
働
省
）
の
決
め
る
方
針

に
振
り
回
さ
れ
な
が
ら
、
自
治
体

病
院
で
も
あ
り
ま
せ
ん
の
で
補
助

金
も
少
な
く
、
職
員
は
将
来
に
不

安
を
抱
え
な
が
ら
働
い
て
い
る
の

が
現
状
で
す
。
そ
れ
で
も
、
地
域

の
人
た
ち
に
出
来
る
限
り
の
医
療

を
提
供
し
て
い
く
こ
と
が
、
私
た

ち
の
義
務
で
あ
る
と
考
え
て
お
り

ま
す
。
幸
い
に
も
、
私
の
こ
の
よ

う
な
考
え
に
多
く
の
職
員
が
同
調

し
て
く
れ
ま
す
の
で
、
患
者
さ
ん

た
ち
か
ら
は
そ
こ
そ
こ
の
評
価
を

頂
い
て
い
る
よ
う
で
す
。
医
療
に

携
わ
っ
て
い
て
、
患
者
さ
ん
た
ち

か
ら
感
謝
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
が

一
番
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
な
る
こ
と

を
職
員
も
実
感
し
て
い
る
よ
う
で

す
。
是
非
、
こ
の
度
の
患
者
と
し

て
の
気
持
ち
を
い
つ
ま
で
も
忘
れ

ず
に
、
患
者
さ
ん
た
ち
か
ら
た
く

さ
ん
感
謝
さ
れ
る
よ
う
な
医
療
人

に
育
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う

願
っ
て
い
ま
す
。
…
』

　

こ
れ
か
ら
医
療
人
を
目
指
す
学

生
諸
君
、
医
療
は
き
つ
い
け
ど
感

謝
さ
れ
る
す
ば
ら
し
い
仕
事
だ
と

思
い
ま
す
よ
。

（
院
長　

大
多
和　

聡
）

２
月
28
日
〜
３
月
８
日
は
「
子
ど
も
予
防
接
種
週
間
」
で
す

対
象
年
齢
に
な
っ

た
ら
、
早
め
に
予

防
接
種
を
受
け
ま

し
ょ
う
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２
月
16
日
か
ら
所
得

税
及
び
住
民
税
の
申
告

書
の
受
付
が
始
ま
り
ま

す
。
今
月
は
、
介
護
保

険
制
度
に
関
係
す
る
医

療
費
控
除
に
つ
い
て
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

医
療
費
控
除
と
は

　

所
得
税
や
住
民
税
の

納
税
義
務
者
が
、
本
人

及
び
生
計
を
共
に
し
て

い
る
家
族
の
病
気
や
ケ

ガ
等
に
よ
り
、
所
得
額

の
一
定
割
合
以
上
の
医

療
費
な
ど
を
支
払
っ
た

場
合
に
、
そ
の
額
を
所

得
か
ら
差
し
引
く
税
法

上
の
制
度
の
こ
と
で
す
。

申
告
の
対
象
者
は

　

所
得
額
及
び
平
成
20

年
中
に
支
払
っ
た
医
療
費
な
ど
が

一
定
の
水
準
を
満
た
す
人
が
対
象

と
な
り
ま
す
。

医
療
費
控
除
の
対
象
と
な
る

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス

　

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の
種
類
に

よ
っ
て
、
医
療
費
控
除
と
な
る
対

象
や
条
件
が
異
な
り
ま
す
。

　

認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
（
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
）、
介
護
特
定
施

設
入
居
者
生
活
介
護
、
福
祉
用
具

貸
与
は
医
療
費
控
除
の
対
象
と
な

り
ま
せ
ん
。

※
申
告
に
際
し
て
は
領
収
書
の
添

付
が
必
要
で
す
。

介
護
保
険
に
関
す
る
他
の
控
除

　

６
か
月
以
上
寝
た
き
り
の
状
態

に
あ
る
人
の
お
む
つ
代
も
医
療
費

控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

初
め
て
こ
の
控
除
を
受
け
る
場
合

は
、
医
師
が
発
行
し
た
「
お
む
つ

使
用
証
明
書
」
と
領
収
証
が
申
告

に
必
要
で
す
。

　

な
お
、
２
年
目
以
降
に
こ
の
控

除
を
受
け
る
場
合
は
、
要
介
護
認

定
に
お
け
る
「
主
治
医
意
見
書
」

等
で
寝
た
き
り
で
あ
る
こ
と
等
の

確
認
が
で
き
れ
ば
、
そ
れ
を
「
お

む
つ
使
用
証
明
書
」
に
代
え
る
こ

と
が
出
来
ま
す
。

◎
平
成
20
年
中
に
支
払
っ
た
介
護

保
険
料
の
全
額
は
、
社
会
保
険

料
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

●
お
問
い
合
せ

・
介
護
保
険
料
・
医
療
費
控
除
等

　

税
務
課
課
税
係

　

☎
63
‐
４
８
０
３

・
介
護
保
険
制
度

　

保
険
課
介
護
保
険
係

　

☎
63
‐
４
８
０
９

今月の食育レシピ

　「節分の日」と言えば豆まき、豆まきと言えば大豆ですね。大豆には栄養がたっぷりあります。貧血予防の
鉄や、質のよいタンパク質、食物繊維、カルシウムやビタミンＢ１などが含まれています。
また、大豆から豆腐や納豆、しょうゆ、味噌などの加工品も多く作られ、捨てるところがありません。昔か
ら日本人にはなじみの深い食品です。生活習慣病の予防にもぜひ取り入れて欲しいです。乾物の大豆はもど
すのに時間がかかりますが、多めにゆでて冷凍保存もできますし、最近はゆで大豆がスーパーで売られてい
ます。カレーやスープなどにも利用してみてはいかがでしょう。（竹田市学校給食研究協議会）

豆腐のハンバーグ

豆腐　　　　　1/4 丁
鶏肉ミンチ　　100 ｇ
牛肉ミンチ　　100 ｇ
玉ねぎ　　　　80 ｇ
干し椎茸　　　2 枚
パン粉　　　　大さじ 1
片栗粉　　　　大さじ 1
食塩　　　　　小さじ 1/2
こしょう　　　少々
生姜汁　　　　小さじ 1
油　　　　　　少々
濃口醤油　　　小さじ 1
みりん　　　　大さじ 1
味噌　　　　　大さじ 1
水　　　　　　少々

〈材料〉４人分

今月の食材 大豆

〈作り方〉
1．玉ねぎ・戻した干し椎茸をみじん

切りにする。
2．ボールにパン粉と豆腐を入れ、固

まりが無いようにつぶす。
3．２に肉と１の野菜、生姜汁、調味

料を入れよく混ぜる。
4．フライパンに油を引き、丸めて焼く。
5．ハンバーグのソースを作る。水で

味噌を溶かし、とろみがつく程度に
煮詰める。刻んだネギなどをのせて
もよい。

食育の日（19日）前後に学校給食に出る “ふるさと献立 ”です。

医療費控除の対象となる介護保険サービス

施設サービス
介護老人福祉施設 食費及び居住費を含めた自己負担分の１／２
介護老人保健施設
介護療養型医療施設 食費及び居住費を含めた自己負担分全額

医療系
在宅サービス

訪問介護
訪問リハビリテーション
居宅療養管理指導
通所リハビリテーション
短期入所療養介護

自己負担した全額が対象
（短期入所療養介護は、食費及び居住

費の自己負担分も含みます。）

福祉系
在宅サービス

訪問介護（生活援助中心型を除く）
訪問入浴介護
通所介護
小規模多機能型居宅介護
短期入所生活介護

ケアプランに基づいた利用で、医療在
宅系のサービスまたは老人保健・医療
保険の訪問看護と併せての利用である
場合に自己負担した全額が対象

（短期入所生活介護については、食費
及び居住費の自己負担分も含みます。）

⎛
⎜
⎜
⎜
⎝

当日の献立
米粉パン、豆腐のハンバーグ
白花豆のスープ、ポパイサラダ



��広報たけた  平成21年２月号

　皆さんからのおた
よりをお待ちしてい
ます。
（宛先）
〒878-8555
竹田市大字会々1650
企画情報課広報担当

　皆さんからのおた
よりをお待ちしてい
ます。
（宛先）
〒878-8555
竹田市大字会々1650
企画情報課広報担当

おたより

白
石
白
雲
斎
先
生

　
竹
工
芸
品
を
市
に
寄
贈

　
伝
統
工
芸
士
で
あ
る
竹
芸
家
の

白
石
白
雲
斎
さ
ん
（
90
・
別
府
市
）

か
ら
竹
工
芸
作
品
「
老
竹
の
里
」

を
市
へ
寄
贈
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　
市
長
か
ら
感
謝
状
と
姫
だ
る
ま

が
、
記
念
品
と
し
て
白
石
さ
ん
に

贈
ら
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
「
老
竹
の
里
」
は
力
強
さ

を
表
現
し
、
古
い
竹
の
産
地
で
あ

る
竹
田
に
ち
な
ん
だ
作
品
で
す
。

　
白
石
さ
ん
は
「
竹
楽
に
何
か
協

力
で
き
な
い
か
。」
と
話
し
、
製

作
意
欲
は
尽
き
な
い
よ
う
で
し
た
。

農
事
組
合
法
人｢

大
地
」

大
分
県
豆
類
共
励
会
最
優
秀
賞

　
お
お
い
た
ブ
ラ
ン
ド
米
・
麦
・

大
豆
づ
く
り
研
修
会
が
、
12
月
18

日
、
大
分
農
業
文
化
公
園
（
杵
築

市
）
で
開
か
れ
、
本
年
度
の
大
分

県
豆
類
共
励
会
表
彰
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
19
年
産
大
豆
集
団
の
部
で
久
住

地
域
の
全
域
を
ほ
場
と
し
て
利
用

す
る
農
事
組
合
法
人｢

大
地
」
が

最
優
秀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
大
地
は
、
10
㌃
当
た
り
の
平
均

収
量
が
２
７
８
㎏
と
県
平
均
を
大

き
く
上
回
る
収
量
を
実
現
し
、
生

育
状
況
の
把
握
や
基
本
技
術
の
励

行
な
ど
お
互
い
に
切
磋
琢
磨
し
な

が
ら
管
理
し
て
き
た
結
果
が
認
め

ら
れ
ま
し
た
。

大
塚
明
さ
ん

全
国
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
長
表
彰

　
大
塚
明
さ
ん
（
長
野
）
が
、
多

年
に
わ
た
り
老
人
ク
ラ
ブ
活
動
の

推
進
と
そ
の
育
成
、
発
展
に
尽
力

し
、
老
人
福
祉
の
向
上
に
貢
献
し

た
功
績
に
よ
り
、
㈶
全
国
老
人
ク

ラ
ブ
連
合
会
会
長
表
彰
を
受
賞
し

ま
し
た
。

　
大
塚
さ
ん
は
、
地
元
の
老
人
ク

ラ
ブ
「
南
部
長
寿
会
」
の
会
長
を

６
年
間
務
め
、
そ
の
間
、
旧
直
入

町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
会
長
や
旧

直
入
郡
の
会
長
、
大
分
県
理
事
な

ど
を
歴
任
し
ま
し
た
。

　
受
賞
に
つ
い
て
大
塚
さ
ん
は

「
こ
れ
ま
で
の
活
動
が
評
価
さ
れ
、

う
れ
し
い
。
会
員
の
皆
さ
ん
と
妻

の
お
か
げ
。
感
謝
し
て
い
る
。」
と

話
さ
れ
ま
し
た
。

　
現
在
は
、
奥
様
と
２
人
暮
ら
し

で
、
花
の
栽
培
に
精
を
出
す
一

方
、
折
り
紙
細
工
や
写
真
、
俳
句

と
多
く
の
趣
味
を
お
持
ち
で
す
。

「
熱
中
で
き
る
趣
味
を
持
つ
の
も

長
生
き
の
秘
訣
。」
と
米
寿
を
迎

え
た
大
塚
さ
ん
は
教
え
て
く
れ
ま

し
た
。

加
藤
一
郎
さ
ん

　
厚
生
労
働
大
臣
賞
受
賞

　
医
療
法
人
雄
仁
会
の
理
事
長
で

あ
る
加
藤
一
郎
さ
ん
（
浦
町
）
が
、

多
年
に
わ
た
り
精
神
保
健
福
祉
事

業
の
推
進
に
尽
力
し
た
功
績
に
よ

り
、
第
56
回
精
神
保
健
福
祉
全
国

大
会
に
お
い
て
厚
生
労
働
大
臣
表

彰
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　
今
回
の
受
賞
に
つ
い
て
加
藤
さ

ん
は
「
精
神
保
健
福
祉
事
業
を
通

じ
て
地
域
の
皆
さ
ん
の
役
に
立
ち

た
い
と
い
う
思
い
が
認
め
ら
れ
た

も
の
と
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。」

と
話
さ
れ
ま
し
た
。

「老竹の里」と白石さん

表彰状を受け取る松尾進組合長

表彰状を手に
する大塚さん

加藤一郎さん

心
温
ま
る
ご
協
力

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　
日
本
赤
十
字
社
竹
田
市
地
区
奉

仕
団
は
、
12
月
６
日
に
歳
末
助
け

合
い
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
シ
ョ
ー
会
場

で
Ｎ
Ｈ
Ｋ
海
外
た
す
け
あ
い
募
金

活
動
を
行
い
、
多
く
の
市
民
の
皆

さ
ん
の
ご
協
力
で
計
８
２
、０
８
３

円
の
募
金
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　
こ
の
募
金
は
世
界
各
地
で
多
発

す
る
自
然
災
害
や
武
力
紛
争
に
よ

る
犠
牲
者
の
緊
急
救
援
事
業
な
ど

に
活
用
さ
れ
ま
す
。

☆
プ
レ
ゼ
ン
ト
の
お
知
ら
せ

　
お
た
よ
り
を
い
た
だ
い
た
方
に

「
ラ
イ
ガ
ー
ミ
ラ
ク
ル
イ
リ
ュ
ー

ジ
ョ
ン
☆
木
下
大
サ
ー
カ
ス
」
大

分
公
演
（
２
月
15
日
～
４
月
14
日
・

大
分
ス
ポ
ー
ツ
公
園
Ｈ
駐
車
場
特

設
会
場
）
の
平
日
招
待
券
を
20
名

の
方
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

　
広
報
に
関
す
る
ご
意
見
な
ど
何

で
も
構
い
ま
せ
ん
。（
氏
名
・
住

所
は
お
忘
れ
な
く
。）

　皆さんからのおた
よりをお待ちしてい
ます。
（宛先）
〒878-8555
竹田市大字会々1650
企画情報課広報担当
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地
球
温
暖
化
が
進
ん
で
い
る
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
冬
は

よ
く
雪
が
降
り
ま
す
ね
。
そ
の
た

び
に
「
こ
の
冬
一
番
冷
え
込
み
」

と
聞
き
ま
す
が
、
一
体
い
つ
が
一

番
な
の
で
し
ょ
う
か
。

　
新
年
を
迎
え
、
阿
蘇
熊
牧
場
、

ワ
ー
ル
ド
フ
ァ
ー
ム
、
萱
島
酒
造

が
相
次
い
で
進
出
を
表
明
し
、
世

界
的
な
不
況
の
中
、
明
る
い
話
題

に
沸
き
ま
し
た
。

　
２
月
は
「
逃
げ
る
」、
３
月
は

「
去
る
」
と
言
わ
れ
ま
す
。
実
際

に
２
月
は
28
日
間
と
短
い
の
で
す

が
、
次
号
の
締
切
り
が
早
く
な
る

こ
と
が
今
一
番
の
気
が
か
り
で
す
。

（
井
出
）

■竹田市立図書館
　TEL・FAX 63-1048
■荻図書室（荻みらい館内）
　TEL 68-2200 ・FAX 68-2057
■久住図書室
　TEL 76-0717・FAX 76-0724
■直入図書室
　TEL 75-2240・FAX 75-2231

２月の

竹田市立図書館の休館日は、

  2日㈪・  9日㈪・
11日㈬・
16日㈪・
23日㈪・
27日㈮です。

「日本人への祈り」
柳澤桂子　角川春樹事務所
　生命科学者であり、歌人でもあ
る著者がインタビュー形式で綴っ
た心からなる祈りの言葉。私たち
に問われるものは何か！今、考え
てみる時なのかも知れません･･･。

「ぼくのかえりみち」
ひがしちから　ＢＬ出版

〔一般の本〕
・女神記（新・世界の神話）　　　　桐野　夏生
・サンタ・エクスプレス（季節風　冬）　重松　　清
・生まれ変わりの村１　　　　　　　森田　　健
・人間の覚悟　　　　　　　　　　　五木　　寛
・夕映え天使　　　　　　　　　　　浅田　次郎

〔子どもの本〕
・ちょい大人力検定　　　　　　　　石原　壮一郎
・おじいさんの旅　　　　　　　　　アレン・セイ
・ダークエルフ物語－ドロウの遺産－
　　　　　　　　　　　　　Ｒ・Ａ・サルバトーレ
・おきなわ　島のこえ　　　　　　　丸木　　俊

ほか40冊ほど購入しました。

日時　2月4日㈬
　　　13:20～14:00
場所　竹田幼稚園

「おはなしルーム」

日時　2月24日㈬
　　　10:00～
場所　荻町健康福祉エリア

「おはなし広場」

日時　毎週火曜日
　　　10:30～11:00
場所　竹田市立図書館

日時　2月18日㈬
　　　13:30～
場所　竹田市総合社会
　　　福祉センター

「ブックスタート」 「おはなしのへや」

（平成 20 年 12 月 31 日現在）
　　　　　　　　　　 （前月比）
人　口　26,219 人　　（－ 55 人）
　男性　12,219 人　　（－ 34 人）
　女性　14,000 人　　（－ 21 人）
世帯数　10,642 世帯（－ 24 世帯）

住民基本台帳登録人数

竹田市の人口

誕
生
お
め
で
と
う

月
生
ま
れ

（
親
・
自
治
会
）

��

　大分県出身の若手作家が描い
たふしぎでたのしい絵本です。
白線の上を歩いて帰ると決めた
そらくんは無事に家に帰れるか
な？ちいさなぼうけんだよ！
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こ
の

広
報

紙
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再
生

紙
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使
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。
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竹
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市
大
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63-4801   ■
印

刷
/い

づ
み

印
刷

㈱

平成�0年
２月生まれ

誕生日　親
（自治会）

平
成
21
年
３
月
に
１

歳
の
誕
生
日
を
迎
え

る
お
子
さ
ん
の
写
真

を
募
集
し
ま
す
！

「寒
かん

　明
あき

」
夕暮れせまる湖に、釣
りを愉しむ親子のボート。
水面きらきらと寒明くる。
（写真・デザイン／竹蔵）

広報たけた

２

郷土の植物
阿孫　久見

　

丘
陵
地
の
林
内
や
林り

ん

縁え
ん

に
生
育

す
る
高
さ
20
㌢
ほ
ど
の
多
年
草
で

す
。
地ち

下か

茎け
い

で
増
え
る
の
で
自
生

地
で
は
群ぐ

ん

生せ
い

し
ま
す
。

　

長
い
柄え

の
あ
る
根こ

ん

生せ
い

葉よ
う

は
深
く

３
裂
す
る
小

し
ょ
う

葉よ
う

か
ら
な
り
、
葉
に

は
白
い
斑ふ

が
入
り
ま
す
。
左
右
の

小
葉
は
さ
ら
に
２
深
裂
す
る
の
で

全
体
に
５
個
の
葉
に
見
え
ま
す
。

葉
先
の
縁ふ

ち

は
丸
み
の
あ
る
鋸き

ょ

歯し

が

あ
り
ま
す
。
大
き
さ
は
長
さ
５
㌢
、

幅
が
６
㌢
ほ
ど
で
す
。

　

春
の
頃
、
茎く

き

に
つ
く
３
個
の
輪り

ん

生せ
い

葉よ
う

の
上
に
長
い
花か

柄へ
い

を
２
本
立

て
、
そ
の
先
端
に
１
個
ず
つ
径
２

㌢
ほ
ど
の
白
ま
た
は
淡
紫
色
の
花

を
上
向
き
に
咲
か
せ
ま
す
。
花
弁

に
見
え
る
の
は
が
く
片へ

ん

（
花
を
守

る
役
目
を
す
る
）
で
普
通
５
個
で

す
。
こ
の
花
は
川
中
美
幸
の
演
歌

「
二
輪
草
」
で
皆
さ
ん
に
お
な
じ
み

で
す
。

　

二
輪
咲
き
の
花
を
つ
け
る
の
で
、

ず
ば
り
二に

輪り
ん

草そ
う

の
名
が
あ
り
ま
す
。

　

竹
田
で
は
、
市
の
北
部
・
北
西

部
の
標
高
お
よ
そ
６
０
０
㍍
以
上

の
里
山
の
土
が
適
度
に
湿
っ
た
ご

く
限
ら
れ
た
場
所
で
観
察
さ
れ
ま

す
。
花
期
は
４
月
で
す
。

第47回

ニリンソウ（キンポウゲ科）

豊
か
な
自
然
と
環
境
、
歴
史
・
文
化
を
活
か
し
て

個
人
住
民
税
（
市
県
民
税
）
が
改
正
さ
れ
ま
す
／
ケ
ー
ブ
ル
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
「
出
前
説
明
会
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
／
た
け
た
食
育
ツ
ー
リ
ズ

ム
／
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
「
医
療
の
現
場
で
は
」
／
人
事
異
動

ま
ち
の
話
題
／
雪
っ
こ
カ
ー
ニ
バ
ル
in
久
住
／
暴
力
団
員
に
対
す
る
市
営
住
宅
等
の
使
用
制
限
に
関
す
る
協
定
書
の
調

印
式
／
故
筑
紫
哲
也
氏
を
し
の
ぶ
会
／
第
10
回
市
長
旗
争
奪
竹
田
名
水
剣
道
大
会
・
第
44
回
岡
城
旗
争
奪
少
年
剣
道
大

会
／
第
23
回
大
分
県
ク
ラ
ブ
対
抗
駅
伝
競
走
大
会
／
荻
新
春
歩
こ
う
会
／
第
32
回
竹
田
元
旦
マ
ラ
ソ
ン
大
会
／
道
の
駅

「
竹
田
」
食
文
化
交
流
／
彦
山
神
社
「
ど
ん
ど
焼
き
」
／
竹
田
ス
ポ
レ
ク
交
流
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会
／
竹
田
市
民
権
利
擁

護
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
／
地
域
再
生
講
演
会
／
就
職
セ
ミ
ナ
ー
＆
合
同
企
業
面
接
会
／
新
春
た
こ
あ
げ
大
会
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第
11
回
岡
藩
城
下
町
雛
ま
つ
り

　

素
朴
な
竹
雛
と
由
緒
あ
る
時
代
雛
が
、
早
春

の
城
下
町
を
彩
り
ま
す
。

◇
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー

　

日
時　

２
月
６
日
㈮　

10
時
～

　

会
場　

竹
田
創
生
館

◇
う
ん
ち
く
暖
簾
・
ひ
い
な
あ
そ
び

　

日
時　

３
月
８
日
㈰　

12
時
30
分
～

　

会
場　

大
分
県
信
用
組
合
竹
田
支
店
周
辺

◇
流
し
雛

　

日
時　

３
月
16
日
㈪　

10
時
～

　

会
場　

Ｊ
Ｒ
豊
後
竹
田
駅
前
竹
田
橋
下

　
　
　
　

稲
葉
川
河
岸

●
お
問
い
合
せ

　

竹
田
市
観
光
ツ
ー
リ
ズ
ム
協
会
☎
63
‐
０
５
８
５

　

竹
田
市
観
光
協
会　
　
　

☎
63
‐
２
６
３
８

　

商
工
観
光
課　
　
　
　
　

☎
63
‐
４
８
０
７

  

２
０
０
９
年
新
春
カ
ラ
オ
ケ
フ
ェ
ス
タ

　

新
春
を
飾
る
恒
例
行
事
。
今
年
は
文
化
連
盟

歌
謡
部
各
団
体
の
先
生
も
熱
唱
し
ま
す
！

　

日
時　

２
月
８
日
㈰　

 
開
演
 10
時

　

場
所　

竹
田
市
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル 

　

入
場
料　

無
料

●
お
問
い
合
せ

　

竹
田
市
文
化
連
盟
事
務
局
（
竹
田
市
文
化
会
館
）

　

☎
63
‐
２
７
３
４

  

第
３
回
和わ

気き

藹あ
い

音お
ん

コ
ン
サ
ー
ト 

　

竹
田
市
文
化
連
盟
器
楽
部
と
声
楽
部
の
合
同

演
奏
会
で
す
。

　

今
年
は
、
瀧
廉
太
郎
を
偲
ぶ
音
楽
祭
第
60
回

記
念
行
事
と
し
て
、
男
声
合
唱
団
「
南
蛮
コ
ー

ル
」
の
ス
ペ
シ
ャ
ル
ス
テ
ー
ジ
も
行
わ
れ
ま
す
。

皆
さ
ん
も
ご
一
緒
に
和
気
あ
い
あ
い
と
歌
い
ま

せ
ん
か
。

日
時　

２
月
15
日
㈰　

 

開
演 

13
時
30
分

場
所　

竹
田
市
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル 

入
場
料　

無
料 

出
演
団
体
（
出
演
順
）

コ
ー
ル
竹
田
メ
リ
ー
ズ
、
竹
田
混
声
合
唱
団
、

竹
田
マ
ン
ド
リ
ン
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
、
ブ
ル
ー

フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
ジ
ャ
ズ
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
、
ブ

ル
ー
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
ジ
ュ
ニ
ア
バ
ン
ド
、
竹

田
高
等
学
校
器
楽
部
、
竹
田
中
学
校
吹
奏
楽

部
、
竹
田
南
部
中
学
校
吹
奏
楽
部

●
お
問
い
合
せ

　

竹
田
市
文
化
連
盟
事
務
局
（
竹
田
市
文
化
会
館
）

　

☎
63
‐
２
７
３
４

  

竹
田
市
男
女
共
同
参
画
推
進
大
会

日
時　

２
月
18
日
㈬　

14
時
～
16
時

場
所　

竹
田
市
文
化
会
館
大
会
議
室

講
演　
「
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
に
向
け
て
」

　
　
　

石
橋　

敏
郎
さ
ん

　
　
　
（
熊
本
県
立
大
学
総
合
管
理
学
部
教
授
）

参
加
料　

無
料

●
お
問
い
合
せ

　

総
務
課
総
務
係　

☎
63
‐
４
８
０
０

  

竹
田
こ
ど
も
茶
道
教
室　

ひ
な
祭
り
茶
会

　

伝
統
文
化
子
ど
も
教
室
「
竹
田
こ
ど
も
茶
道

教
室
」
で
学
ぶ
子
ど
も
た
ち
の
発
表
会
「
ひ
な

祭
り
茶
会
」
を
開
催
し
ま
す
。

　

会
場
に
は
、
木
目
込
立
雛
や
玉
子
人
形
雛
、

折
紙
雛
な
ど
手
作
り
の
お
雛
様
も
展
示
し
ま
す
。

皆
さ
ん
も
子
ど
も
た
ち
の
お
点
前
で
一
服
い
か

が
で
す
か
。

日
時　

２
月
28
日
㈯　

10
時
～
14
時

場
所　

旧
竹
田
荘

会
費　

無
料

●
お
問
い
合
せ

　

表
千
家
竹
田
教
授
者
会
事
務
局

　

☎
62
‐
３
３
３
６
（
工
藤
）

  

第
22
回
岡
の
里
名
水
マ
ラ
ソ
ン
大
会

日
時　

３
月
１
日
㈰　

受
付　

８
時
～

　

・
開
会
式　
　

９
時
30
分
～

　

・
ス
タ
ー
ト　

10
時
（
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
）

場
所　

竹
田
市
文
化
会
館

※
雨
天
決
行

●
お
問
い
合
せ

　

岡
の
里
名
水
マ
ラ
ソ
ン
大
会
実
行
委
員
会

　
（
生
涯
学
習
課
）　

☎
63
‐
４
８
１
７

歴
史
資
料
館

☎
63
‐
１
９
２
３

冬
季
所
蔵
品
展
「
近
年
の
収
集
作
品
か
ら
」

　

２
月
26
日
㈭
ま
で

　

大
正
・
昭
和
時
代
の
南
画
家
を
中
心
に
紹
介

し
ま
す

春
季
所
蔵
品
展

　

２
月
27
日
㈮
～
３
月
26
日
㈭

※
通
常
の
休
館
日
は
、
月
曜
日
（
祝
日
の
場
合

は
開
館
）
と
祝
日
の
翌
日
で
す
。

市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
水
琴
館

☎
63
‐
２
２
０
０

岡
藩
城
下
町
雛
人
形
展

　

２
月
６
日
㈮
～
３
月
15
日
㈰

　

享
保
雛
や
大
正
雛
、
昭
和
雛
を
展
示
。

※
通
常
の
休
館
日
は
、
月
曜
日
（
祝
日
の
場
合

は
開
館
）
と
祝
日
の
翌
日
で
す
。

　

２
月
３
日
㈫
～
５
日
㈭
は
、
展
示
替
え
の
た

め
休
館
し
ま
す
。
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２
月
の
お
知
ら
せ

環　

境

第
１
回
竹
田
市
バ
イ
オ
マ
ス
セ
ミ
ナ
ー

「
80
歳
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
月
収
80
万
？

葉
っ
ぱ
ビ
ジ
ネ
ス
と
バ
イ
オ
マ
ス
利
用
」

　

九
州
バ
イ
オ
マ
ス
発
見
活
用
協
議
会
と
竹
田

市
で
は
、
地
域
の
資
源
で
あ
る
バ
イ
オ
マ
ス
を

使
っ
て
ま
ち
お
こ
し
を
行
う
バ
イ
オ
マ
ス
タ
ウ

ン
を
目
指
す
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

　

徳
島
県
上
勝
町
で
葉
っ
ぱ
を
ビ
ジ
ネ
ス
に
し

た
事
業
を
ヒ
ン
ト
に
、
山
村
で
の
バ
イ
オ
マ
ス

の
利
用
に
つ
い
て
考
え
て
い
き
ま
す
。

日
時　

２
月
19
日
㈭　

15
時
～

場
所　

竹
田
市
総
合
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

参
加
費　

無
料

●
お
問
い
合
せ

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
九
州
バ
イ
オ
マ
ス
フ
ォ
ー
ラ
ム

　

☎
０
９
６
７
‐
22
‐
１
０
１
３

　

企
画
情
報
課
ま
ち
づ
く
り
推
進
係

　

☎
63
‐
４
８
０
１

税　

金

確
定
申
告
は
正
し
く
、
お
早
め
に

　

平
成
20
年
分
の
所
得
税
の
確
定
申
告
期
間
は

２
月
16
日
㈪
か
ら
３
月
16
日
㈪
ま
で
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

所
得
税
は
、
納
税
者
自
身
が
所
得
金
額
や
税

額
を
申
告
し
て
納
税
す
る
「
申
告
納
税
制
度
」

を
採
っ
て
い
ま
す
の
で
、
所
得
金
額
や
税
額
を

正
し
く
計
算
し
、
申
告
と
納
税
は
納
期
内
に
お

済
ま
せ
く
だ
さ
い
。

　

申
告
期
限
間
近
に
な
る
と
、
会
場
が
大
変
混

雑
し
、
長
時
間
か
か
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、

お
早
め
に
申
告
を
お
済
ま
せ
く
だ
さ
い
。

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
確
定
申
告
書
等
作

成
コ
ー
ナ
ー
」
で
簡
単
に
申
告
書
等
の
作
成
が

で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

○
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

http://w
w

w
.nta.go.jp/

※
確
定
申
告
書
の
提
出
は
送
付
等
で
も
結
構
で

す
が
、
税
務
上
の
申
告
書
等
は
「
信
書
」
に

当
た
り
ま
す
の
で
、
送
付
す
る
場
合
は
郵
便

ま
た
は
信
書
便
で
お
早
め
に
送
付
願
い
ま
す
。

●
お
問
い
合
せ

　

竹
田
税
務
署

　

☎
63
‐
３
１
４
１
（
自
動
音
声
案
内
）

不
正
軽
油
の
撲
滅
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　

不
正
軽
油
と
は
、
県
税
で
あ
る
軽
油
取
引
税

の
脱
税
を
目
的
と
し
て
、
軽
油
に
重
油
や
灯
油

を
混
和
し
た
り
、
重
油
や
灯
油
を
混
和
す
る
等

し
て
製
造
さ
れ
た
油
を
い
い
ま
す
。

　

不
正
軽
油
を
製
造
、
販
売
、
運
搬
す
る
こ
と

や
自
動
車
の
燃
料
と
し
て
使
用
す
る
こ
と
は
、

脱
税
行
為
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
公
正
な
市
場

競
争
を
阻
害
し
、
環
境
へ
も
悪
影
響
を
及
ぼ
し

ま
す
。

　

不
正
な
軽
油
や
そ
の
売
り
込
み
、
施
設
や
車

両
等
、
不
正
軽
油
に
関
す
る
情
報
は
最
寄
り
の

県
税
事
務
所
ま
た
は
大
分
県
税
務
課
ま
で
お
寄

せ
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
せ
・
連
絡
先

　

大
分
県
税
務
課

　

☎
０
９
７
‐
５
０
６
‐
２
３
８
４

　

豊
後
大
野
県
税
事
務
所

　

☎
０
９
７
４
‐
22
‐
７
５
０
１

年　

金

年
金
を
受
け
て
い
る
方
が
亡
く
な
っ
た
場
合

　

年
金
を
受
け
て
い
る
方
が
亡
く
な
っ
た
と
き

は
、す
み
や
か
に「
年
金
受
給
権
者
死
亡
届
」（
死

亡
届
）
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
年
金
を
受
け

る
権
利
は
、
年
金
を
受
け
て
い
る
方
が
死
亡
す

る
と
な
く
な
り
ま
す
。
遺
族
の
方
な
ど
が
「
死

亡
届
」
を
最
寄
り
の
社
会
保
険
事
務
所
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

　
「
死
亡
届
」
に
は
、
年
金
証
書
の
ほ
か
、
死

亡
の
事
実
を
明
ら
か
に
で
き
る
書
類
を
添
え
て

く
だ
さ
い
。
こ
の
届
が
遅
れ
る
と
、
年
金
を
多

く
受
け
す
ぎ
て
、
後
で
返
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な

く
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

　

ま
た
、
年
金
は
死
亡
し
た
月
の
分
ま
で
支
払

わ
れ
ま
す
。
死
亡
し
た
方
に
支
払
わ
れ
る
は
ず

で
あ
っ
た
年
金
が
残
っ
て
い
る
と
き
は
、
遺
族

の
方
に
そ
の
分
の
年
金
（
未
支
給
年
金
）
が
支

払
わ
れ
ま
す
。「
未
支
給
年
金
・
保
険
給
付
請

求
書
」
に
戸
籍
謄
本
、
年
金
を
受
け
て
い
た
方

と
請
求
者
が
生
計
を
同
じ
く
し
て
い
た
こ
と
が

分
か
る
書
類
を
添
え
て
、
最
寄
り
の
社
会
保
険

事
務
所
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
せ

　

大
分
社
会
保
険
事
務
所

　

☎
０
９
７
‐
５
５
２
‐
１
２
１
１

　

市
民
課
年
金
係　
　
　
　

☎
63
‐
４
８
０
４

　

荻
総
合
支
所
市
民
生
活
課　
　

☎
68
‐
２
２
１
３

　

久
住
総
合
支
所
市
民
生
活
課　

☎
76
‐
１
１
１
３

　

直
入
総
合
支
所
市
民
生
活
課　

☎
75
‐
２
２
１
３

教　

育

就
学
援
助
制
度

　

経
済
的
理
由
に
よ
り
、
就
学
困
難
と
認
め
ら

れ
る
小
・
中
学
校
の
児
童
生
徒
に
対
し
て
、
学

用
品
費
、
学
校
給
食
費
、
医
療
費
な
ど
の
一
部

を
援
助
す
る
制
度
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

対
象
と
な
る
の
は
、
竹
田
市
に
住
所
を
有
す

る
児
童
生
徒
の
保
護
者
で
、
前
年
度
ま
た
は
該

当
年
度
に
お
い
て
、
生
活
保
護
法
に
基
づ
く
保

護
の
停
止
ま
た
は
廃
止
を
受
け
た
方
、
市
民
税

の
非
課
税
ま
た
は
減
免
を
受
け
た
方
、
保
護
者

の
職
業
が
不
安
定
で
生
活
状
態
が
悪
い
と
認
め

ら
れ
る
方
な
ど
で
す
。

　

就
学
援
助
を
希
望
さ
れ
る
保
護
者
の
方
は
、

２
月
13
日
㈮
ま
で
に
各
小
・
中
学
校
へ
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
せ

　

竹
田
市
教
育
委
員
会
学
校
教
育
指
導
室

　

☎
63
‐
４
８
１
６

福　

祉

子
育
て
応
援
カ
ー
ド
事
業
協
賛
店

　

子
育
て
応
援
カ
ー
ド
事
業
と
は
、
市
内
に
住

所
を
有
す
る
18
歳
以
下
の
子
ど
も
を
２
人
以
上

養
育
し
て
い
る
保
護
者
等
に
対
し
、
企
業
や
団

体
、
個
人
商
店
等
に
そ
の
お
店
独
自
の
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
し
て
い
た
だ
く
も
の
で
す
。

　

協
賛
い
た
だ
け
る
お
店
を
ご
紹
介
し
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
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サービス内容

子どものカット料金（2,100 円）で、
200 円キャッシュバックもしくは同
伴者にシャンプーサービス

わくわくスタンプポイントシール 2 倍

わくわくスタンプポイント 3 倍また
はお楽しみプレゼント

18 歳未満 1 回 100 円引き

お米の還元ポイントいつでも 2 倍

食料品、日用品を 2,000 円以上お買い
上げの方に粗品進呈（酒、ガスを除く）

※協賛店は受付順にご紹介しています。

電話番号

63-2235

62-2651

63-3135

68-2141

76-0027

78-1507

協賛店

フ タ バ
美 容 室

蔵 司 き く ち

㈲ 土 居 衣 料

理 容 タ ツ マ

津 崎 酒 店

佐 藤 正 商 店

地域

竹田

荻

久住

直入

●
お
問
い
合
せ

　

福
祉
事
務
所
子
育
て
支
援
係

　

☎
63
‐
４
８
１
１

精
神
障
が
い
者
の
地
域
生
活
と

就
労
を
考
え
る
竹
田
フ
ォ
ー
ラ
ム

日
時　

２
月
24
日
㈫　

13
時
～
16
時

場
所　

竹
田
市
総
合
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

内
容

・
基
調
講
演
「
地
域
で
暮
ら
す
地
域
で
働
く
」

　

三
城
大
介
さ
ん

　
（
別
府
大
学
文
学
部
人
間
関
係
学
科
准
教
授
）

・
地
域
の
報
告
「
い
ま
地
域
で
は
」

・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
地
域
と
の
つ
な
が
り
の
中
で
」

参
加
費　

無
料

●
お
問
い
合
せ

　

福
祉
事
務
所
福
祉
係

　

☎
63
‐
４
８
１
１

温
か
い
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
バ
ザ
ー
の
益
金
な
ど
を
見
舞

金
と
し
て
介
護
を
必
要
と
す
る
高
齢
者
・
在
宅

重
度
心
身
障
害
者
の
方
や
福
祉
団
体
な
ど
に
配

分
し
ま
し
た
。歳

末
助
け
合
い
募
金
配
分
委
員
会

金　額

749,319円

1,563,196円

252,112円

66円

2,564,693円

1,872,000円

692,693円

2,564,693円

内　訳

チャリティーバザー益金

歳末助け合い
チャリティーショー益金

歳末助け合い共同募金
（事業所・団体・個人）

預金利子

合　計

個人配分金（468人）

福祉団体配分金（8団体）

合　計

区分

収入

支出

講　

座

第
５
回
竹
田
市
を
五
感
で
巡
る
旅
市
民
講
座

『
長
湯
温
泉
郷
と
芹
川
ダ
ム
に
ふ
れ
る
旅
』

　

岡
の
里
事
業
実
行
委
員
会
設
立
20
周
年
記
念

事
業
と
し
て
竹
田
市
を
５
つ
の
エ
リ
ア
に
分
け
、

歴
史
遺
産
や
伝
統
行
事
な
ど
を
見
直
し
、
地
域

の
活
性
化
に
活
か
す
目
的
で
ふ
る
さ
と
を
再
発

見
す
る
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

日
時　

３
月
19
日
㈭　

９
時
～
16
時

行
程　

直
入
総
合
支
所
↓
広
域
農
道
展
望
台
↓

芹
川
第
一
発
電
所
↓
芹
川
ダ
ム
調
査
抗
↓
水

の
駅
「
お
づ
る
」
↓
長
湯
歴
史
温
泉
伝
承
館

「
万
象
の
湯
」
↓
飲
泉
場
↓
籾
山
神
社
↓
オ
ー

ト
ポ
リ
ス
Ｓ
Ｐ
Ａ
直
入
↓
長
湯
温
泉
療
養
文

化
館
「
御
前
湯
」
↓
直
入
総
合
支
所

※
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
で
移
動
し
ま
す
。

　

集
合
場
所
の
直
入
総
合
支
所
ま
で
は
次
の
と

お
り
送
迎
し
ま
す
。
お
申
し
込
み
の
際
に
乗
車

場
所
を
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

①
荻
総
合
支
所
（
８
時
10
分
）
↓
文
化
会
館
（
８

時
30
分
）
↓
直
入
総
合
支
所
（
８
時
50
分
）

②
竹
田
市
役
所
（
８
時
20
分
）
↓
久
住
総
合
支

所
（
８
時
40
分
）
↓
直
入
総
合
支
所
（
８
時

50
分
）

募
集
人
員　

40
名
（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
）

参
加
料　

２
、０
０
０
円

　
　
　
　
（
昼
食
、
入
浴
料
な
ど
を
含
む
）

締
切
り　

３
月
10
日
㈫
ま
で

●
お
問
い
合
せ
・
申
込
み

　

岡
の
里
事
業
実
行
員
会
事
務
局（
竹
田
創
生
館
）

　

☎
62
‐
４
１
０
０

農　

業

女
性
新
規
就
農
者
・
若
手
農
業
経
営
者

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
研
修

　

大
分
県
で
は
、
農
業
及
び
農
業
生
活
に
か
か

る
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
を
図
る
た
め
、
女
性
新
規

就
農
者
と
若
手
農
業
経
営
者
を
対
象
に
交
流
研

修
会
を
実
施
し
ま
す
。

日
時　

２
月
20
日
㈮　

13
時
～
16
時

場
所　

大
分
県
豊
肥
振
興
局
３
階
31
会
議
室

申
込
方
法　

事
務
局
ま
で
電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

締
切
り　

２
月
10
日
㈫
ま
で

●
お
問
い
合
せ
・
申
込
み

　

大
分
県
豊
肥
振
興
局
生
産
流
通
部

　

企
画
流
通
班　

佐
藤

　

☎
63
‐
３
１
７
７　

FAX 

63
‐
３
５
８
５

　

紙
面
の
都
合
に
よ
り
、
内
容
等
に
つ
い
て

省
略
し
た
お
知
ら
せ
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く

は
、
各
お
問
い
合
せ
先
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

❸



た
け

た
ん

情
報

  平
成

21
年

２
月

号

16 ㈪ ・春季県体・第 51回県内一周大分合同駅伝競走 9:00 ～（大分合同新聞社前〔大分市〕）（～ 20日）
・平成 20年分所得税の確定申告（～ 3月 16日）　・荻の里温泉休館日

17 ㈫ ・おはなしのへや 10:30 ～（竹田市立図書館）　・県病健康教室 13:00 ～ 14:00（大分県立病院〔大分市〕）
・春季県体・第 51回県内一周大分合同駅伝競走第 2日「竹田入り」14:00 頃（竹田市役所）

18 ㈬
・春季県体・第 51回県内一周大分合同駅伝競走第 3日「竹田スタート」8:00（竹田市役所）　・行政相談 10:00 ～ 12:00（竹田市総合社会福祉センター／直入総合支所）　
・年金相談 10:00 ～ 15:00（竹田市高齢者いきいき交流センター）　・大分県行政書士会無料相談会 13:00 ～ 16:00（大分県行政書士会〔大分市〕）　・ブックスタート 13:30 ～（竹田市総合
社会福祉センター）　・平成 20年度竹田市男女共同参画推進大会 14:00 ～ 16:00（竹田市文化会館）　・人権学習学級 15:00 ～（竹田市役所）　・温泉療養文化館「御前湯」休館日

19 ㈭ ・食育の日　・行政相談 10:00 ～ 12:00（荻総合支所）　・竹田温泉「花水月」休館日
・第１回竹田市バイオマスセミナー 15:00 ～（竹田市総合社会福祉センター）

20 ㈮ ・成牛市場 9:30 ～（豊肥市場）　・女性新規就農者・若手農業経
営者フォローアップ研修 13:00 ～ 16:00（大分県豊肥振興局）

21 ㈯ ・高齢者大学直入学級 9：00～
　（竹田市福祉センター直入支所）

22 ㈰
・竹田小学校閉校記念式典（受付）9:00 ～（竹田小学校）　
・竹田市歩こう会「平村・飛田川方面散策」9:30JR 豊後竹田駅前集合（※ 1）
・普通救命講習会 9:00 ～ 12:00（竹田市消防署）

23 ㈪ ・荻の里温泉休館日

24 ㈫
・消費生活相談 9:00 ～ 12:00（本庁商工観光課）　・おはなし広場 10:00 ～（荻福祉健康エリア）
・おはなしのへや 10:30 ～（竹田市立図書館）　・福祉人材面接会 13:00 ～（トキハ会館〔大分市〕）
・精神障がい者の地域生活と就労を考える竹田フォーラム 13:00 ～ 16:00（竹田市総合社会福祉センター）

25 ㈬
26 ㈭ ・竹田温泉「花水月」休館日

27 ㈮ ・おも城サイトミュージアム 13:00 ～ ( 岡城跡駐車場 )
　※要予約：文化財課☎ 63‐4818

28 ㈯ ・柏原保育所閉所式 9:00 ～（柏原保育所）　・竹田こども茶道教室ひな祭り茶会 10:00 ～ 14:00（旧竹田荘）
・童謡と絵本の会 10:00 ～ 11:30（佐藤義美記念館「このこのおうち」）

月　間
その他

3 月 1日㈰　第 22回岡の里名水マラソン大会（受付）8:00 ～（竹田市文化会館）・明治小学校閉校記念式典（受付）9:00 ～（明治小学校）
3月 2日㈪　国民健康保険税 8期、介護保険料 8期、後期高齢者医療保険料 8期納期限・荻の里温泉休館日

・北方領土返還運動全国強調月間・省エネルギー月間・相続登記はお済みですか月間
・「はたちの献血」キャンペーン（～ 2月 28日）
・冬の省エネキャンペーン（～ 3月 31日）
・めざましごはんキャンペーン（～ 3月 31日）
・緑の募金（～ 5月 31日）

※健診等保健衛生に関する日程は、いきいきたけた情報カレンダーをご覧ください。　※1：お問い合せ　竹田市歩こう会（山本会長：☎ 62–2501）　※2：お問い
合せ　岡の里事業実行委員会（竹田創生館）☎ 62–4100　※心の悩み無料相談会に関するお問い合せはカウンセラーまで（野々下昇策　☎ 080–5274–3359）

1 ㈰ ・生活習慣病予防週間（～ 7日）　・B&G室内綱引き大会 9:00 ～ 12:00（竹田市直入B&G海洋センター）
・入国・在留・国籍手続無料相談会 13:00 ～ 16:00（コンパルホール〔大分市〕）

2 ㈪ ・情報セキュリティの日　・国民健康保険税 7期、介護保険料 7期、後期高齢者医療保険料 7期納期限
・平成 20年分贈与税（～ 3月 16日）・個人事業者の消費税および地方消費税（～ 3月 31日）の確定申告　・荻の里温泉休館日

3 ㈫ ・おはなしのへや 10:30 ～（竹田市立図書館）
・きのこ研究所 20周年記念研究発表会 13:00 ～ 16:00（エイトピアおおの〔豊後大野市〕）

4 ㈬ ・おはなしルーム 13:20 ～ 14:00（竹田幼稚園）
・悩まずどんとこい労働相談週間 9:00 ～ 17:00（大分県労働委員会〔大分市〕）（～８日）

5 ㈭ ・竹田温泉「花水月」休館日

6 ㈮ ・公立幼稚園入園説明会及び面接 9:00 ～（直入幼稚園）15:00 ～（竹田幼稚園／南部幼稚園）
・第 11回岡藩城下町雛まつりオープニングセレモニー 10:00 ～（竹田創生館）

7 ㈯ ・北方領土の日

8 ㈰ ・2009年新春カラオケフェスタ 10:00 ～（竹田市文化会館）

9 ㈪ ・荻の里温泉休館日

10 ㈫ ・消費生活相談 9:00 ～ 12:00（本庁商工観光課）
・おはなしのへや 10:30 ～（竹田市立図書館）

11 ㈬ ・建国記念の日　・竹田市歩こう会「小富士山祭」9:30 広瀬神社下集合（※ 1）　・第 17回 B&G財団会長杯直入少年柔道大会 9:30 ～（竹田市直入B&G海洋センター）
・第 21回小富士山健康づくり歩こう会（山頂祭）10:30 ～（小富士山〔豊後大野市〕）　・子牛市場 10:00 ～（豊肥市場）（～ 12日）

12 ㈭ ・高齢者大学竹田学級 10:20 ～（竹田市文化会館）
・竹田温泉「花水月」休館日

13 ㈮ ・大分県母子家庭等就業自立支援センター巡回相談会 10:00 ～ 16:00（緒方町中央公民館〔豊後大野市〕）　・おも城サイトミュージアム 13:00 ～（岡城
跡駐車場）※要予約：文化財課☎ 63‐4818　・障害者就職面接会 14:00 ～ 16:00（ビーコンプラザ〔別府市〕）

14 ㈯ ・童謡と絵本の会 10:00 ～ 11:30（佐藤義美記念館〔このこのおうち〕）

15 ㈰ ・家庭の日
・第 3回和気藹音コンサート 13:30 ～（竹田市文化会館）

竹田市のこよみ２月
2009年

※行政相談に関するお問い合せは、行政相談委員まで（小河晴義　☎ 62–3662、太田正一　☎ 68–2480、渡辺善照　☎ 77–2067、斉藤義昭　☎ 75–2692）

第11回  岡藩城下町雛まつり
2月6日㈮～3月16日㈪

2月  6日㈮　10:00～　オープニングセレモニー
　　　　　　　　　  （竹田創生館）
3月  8日㈰　12:30～　うんちく暖簾・ひいなあそび
　　　　　　　　　  （大分県信用組合竹田支店周辺）
3月16日㈪　10:00～　流し雛
　　　　　　　　  　（JR豊後竹田駅前竹田橋下稲葉川河岸）

第51回 県内一周大分合同駅伝競走春季県体

16日㈪～20日㈮郷土の誇りを胸に走る選手たちに熱い声援を！
17日㈫　旧緒方高校（13:35頃）～竹田市役所（14:05頃）
18日㈬　竹田市役所（8:00）～久住郵便局（8:40頃）～直入総合支所（9:20頃）

陽目の里名水茶屋・キャンピングパーク
は、冬季期間中のため休業中です。

【監督】志賀　哲哉（本町〔久住〕）
　　　　高橋孝一郎（恵良原）

【マネージャー】羽田野泰弘（折立）
【選手】戸次美香（片ケ瀬）佐藤厚美（桜町東）

伊藤弥生（拝田原）佐藤諒平（稲葉）吉野
隆史（藤渡）志賀祥一（寺原）田原優樹（緩
木）田部貴之（ﾆｭｰﾀｳﾝ七里）渡邉一義（青柳）
安藤泰英（柚木）吉良進（東中）後藤雅人（大
正）甲斐勇治（西）足達大輔（仲原）衛藤
真吾（仲村〔長湯〕）志賀直樹（田向町）吉
川誠（辻原）内那洋介（ﾆｭｰﾀｳﾝ七里）野仲
勝彦（馬場〔荻〕）佐田修一（東中）江藤順
二（平木）高橋孝一郎（恵良原）佐藤俊郎（市
用）内田龍志（向原）志賀哲哉（本町〔久住〕）



20
09

年
２

月
発

行

16 ㈪ ・春季県体・第 51回県内一周大分合同駅伝競走 9:00 ～（大分合同新聞社前〔大分市〕）（～ 20日）
・平成 20年分所得税の確定申告（～ 3月 16日）　・荻の里温泉休館日

17 ㈫ ・おはなしのへや 10:30 ～（竹田市立図書館）　・県病健康教室 13:00 ～ 14:00（大分県立病院〔大分市〕）
・春季県体・第 51回県内一周大分合同駅伝競走第 2日「竹田入り」14:00 頃（竹田市役所）

18 ㈬
・春季県体・第 51回県内一周大分合同駅伝競走第 3日「竹田スタート」8:00（竹田市役所）　・行政相談 10:00 ～ 12:00（竹田市総合社会福祉センター／直入総合支所）　
・年金相談 10:00 ～ 15:00（竹田市高齢者いきいき交流センター）　・大分県行政書士会無料相談会 13:00 ～ 16:00（大分県行政書士会〔大分市〕）　・ブックスタート 13:30 ～（竹田市総合
社会福祉センター）　・平成 20年度竹田市男女共同参画推進大会 14:00 ～ 16:00（竹田市文化会館）　・人権学習学級 15:00 ～（竹田市役所）　・温泉療養文化館「御前湯」休館日

19 ㈭ ・食育の日　・行政相談 10:00 ～ 12:00（荻総合支所）　・竹田温泉「花水月」休館日
・第１回竹田市バイオマスセミナー 15:00 ～（竹田市総合社会福祉センター）

20 ㈮ ・成牛市場 9:30 ～（豊肥市場）　・女性新規就農者・若手農業経
営者フォローアップ研修 13:00 ～ 16:00（大分県豊肥振興局）

21 ㈯ ・高齢者大学直入学級 9：00～
　（竹田市福祉センター直入支所）

22 ㈰
・竹田小学校閉校記念式典（受付）9:00 ～（竹田小学校）　
・竹田市歩こう会「平村・飛田川方面散策」9:30JR 豊後竹田駅前集合（※ 1）
・普通救命講習会 9:00 ～ 12:00（竹田市消防署）

23 ㈪ ・荻の里温泉休館日

24 ㈫
・消費生活相談 9:00 ～ 12:00（本庁商工観光課）　・おはなし広場 10:00 ～（荻福祉健康エリア）
・おはなしのへや 10:30 ～（竹田市立図書館）　・福祉人材面接会 13:00 ～（トキハ会館〔大分市〕）
・精神障がい者の地域生活と就労を考える竹田フォーラム 13:00 ～ 16:00（竹田市総合社会福祉センター）

25 ㈬
26 ㈭ ・竹田温泉「花水月」休館日

27 ㈮ ・おも城サイトミュージアム 13:00 ～ ( 岡城跡駐車場 )
　※要予約：文化財課☎ 63‐4818

28 ㈯ ・柏原保育所閉所式 9:00 ～（柏原保育所）　・竹田こども茶道教室ひな祭り茶会 10:00 ～ 14:00（旧竹田荘）
・童謡と絵本の会 10:00 ～ 11:30（佐藤義美記念館「このこのおうち」）

月　間
その他

3 月 1日㈰　第 22回岡の里名水マラソン大会（受付）8:00 ～（竹田市文化会館）・明治小学校閉校記念式典（受付）9:00 ～（明治小学校）
3月 2日㈪　国民健康保険税 8期、介護保険料 8期、後期高齢者医療保険料 8期納期限・荻の里温泉休館日

・北方領土返還運動全国強調月間・省エネルギー月間・相続登記はお済みですか月間
・「はたちの献血」キャンペーン（～ 2月 28日）
・冬の省エネキャンペーン（～ 3月 31日）
・めざましごはんキャンペーン（～ 3月 31日）
・緑の募金（～ 5月 31日）

※健診等保健衛生に関する日程は、いきいきたけた情報カレンダーをご覧ください。　※1：お問い合せ　竹田市歩こう会（山本会長：☎ 62–2501）　※2：お問い
合せ　岡の里事業実行委員会（竹田創生館）☎ 62–4100　※心の悩み無料相談会に関するお問い合せはカウンセラーまで（野々下昇策　☎ 080–5274–3359）

1 ㈰ ・生活習慣病予防週間（～ 7日）　・B&G室内綱引き大会 9:00 ～ 12:00（竹田市直入B&G海洋センター）
・入国・在留・国籍手続無料相談会 13:00 ～ 16:00（コンパルホール〔大分市〕）

2 ㈪ ・情報セキュリティの日　・国民健康保険税 7期、介護保険料 7期、後期高齢者医療保険料 7期納期限
・平成 20年分贈与税（～ 3月 16日）・個人事業者の消費税および地方消費税（～ 3月 31日）の確定申告　・荻の里温泉休館日

3 ㈫ ・おはなしのへや 10:30 ～（竹田市立図書館）
・きのこ研究所 20周年記念研究発表会 13:00 ～ 16:00（エイトピアおおの〔豊後大野市〕）

4 ㈬ ・おはなしルーム 13:20 ～ 14:00（竹田幼稚園）
・悩まずどんとこい労働相談週間 9:00 ～ 17:00（大分県労働委員会〔大分市〕）（～８日）

5 ㈭ ・竹田温泉「花水月」休館日

6 ㈮ ・公立幼稚園入園説明会及び面接 9:00 ～（直入幼稚園）15:00 ～（竹田幼稚園／南部幼稚園）
・第 11回岡藩城下町雛まつりオープニングセレモニー 10:00 ～（竹田創生館）

7 ㈯ ・北方領土の日

8 ㈰ ・2009年新春カラオケフェスタ 10:00 ～（竹田市文化会館）

9 ㈪ ・荻の里温泉休館日

10 ㈫ ・消費生活相談 9:00 ～ 12:00（本庁商工観光課）
・おはなしのへや 10:30 ～（竹田市立図書館）

11 ㈬ ・建国記念の日　・竹田市歩こう会「小富士山祭」9:30 広瀬神社下集合（※ 1）　・第 17回 B&G財団会長杯直入少年柔道大会 9:30 ～（竹田市直入B&G海洋センター）
・第 21回小富士山健康づくり歩こう会（山頂祭）10:30 ～（小富士山〔豊後大野市〕）　・子牛市場 10:00 ～（豊肥市場）（～ 12日）

12 ㈭ ・高齢者大学竹田学級 10:20 ～（竹田市文化会館）
・竹田温泉「花水月」休館日

13 ㈮ ・大分県母子家庭等就業自立支援センター巡回相談会 10:00 ～ 16:00（緒方町中央公民館〔豊後大野市〕）　・おも城サイトミュージアム 13:00 ～（岡城
跡駐車場）※要予約：文化財課☎ 63‐4818　・障害者就職面接会 14:00 ～ 16:00（ビーコンプラザ〔別府市〕）

14 ㈯ ・童謡と絵本の会 10:00 ～ 11:30（佐藤義美記念館〔このこのおうち〕）

15 ㈰ ・家庭の日
・第 3回和気藹音コンサート 13:30 ～（竹田市文化会館）

竹田市のこよみ２月
2009年

※行政相談に関するお問い合せは、行政相談委員まで（小河晴義　☎ 62–3662、太田正一　☎ 68–2480、渡辺善照　☎ 77–2067、斉藤義昭　☎ 75–2692）

第11回  岡藩城下町雛まつり
2月6日㈮～3月16日㈪

2月  6日㈮　10:00～　オープニングセレモニー
　　　　　　　　　  （竹田創生館）
3月  8日㈰　12:30～　うんちく暖簾・ひいなあそび
　　　　　　　　　  （大分県信用組合竹田支店周辺）
3月16日㈪　10:00～　流し雛
　　　　　　　　  　（JR豊後竹田駅前竹田橋下稲葉川河岸）

第51回 県内一周大分合同駅伝競走春季県体

16日㈪～20日㈮郷土の誇りを胸に走る選手たちに熱い声援を！
17日㈫　旧緒方高校（13:35頃）～竹田市役所（14:05頃）
18日㈬　竹田市役所（8:00）～久住郵便局（8:40頃）～直入総合支所（9:20頃）

陽目の里名水茶屋・キャンピングパーク
は、冬季期間中のため休業中です。

【監督】志賀　哲哉（本町〔久住〕）
　　　　高橋孝一郎（恵良原）

【マネージャー】羽田野泰弘（折立）
【選手】戸次美香（片ケ瀬）佐藤厚美（桜町東）

伊藤弥生（拝田原）佐藤諒平（稲葉）吉野
隆史（藤渡）志賀祥一（寺原）田原優樹（緩
木）田部貴之（ﾆｭｰﾀｳﾝ七里）渡邉一義（青柳）
安藤泰英（柚木）吉良進（東中）後藤雅人（大
正）甲斐勇治（西）足達大輔（仲原）衛藤
真吾（仲村〔長湯〕）志賀直樹（田向町）吉
川誠（辻原）内那洋介（ﾆｭｰﾀｳﾝ七里）野仲
勝彦（馬場〔荻〕）佐田修一（東中）江藤順
二（平木）高橋孝一郎（恵良原）佐藤俊郎（市
用）内田龍志（向原）志賀哲哉（本町〔久住〕）



たけたん情報  平成21年２月号

募　

集

点
訳
・
音
訳
講
習
会　

受
講
者
募
集

　

大
分
県
点
字
図
書
館
で
は
、
視
覚
障
が
い
者

が
利
用
す
る
点
字
図
書
・
録
音
図
書
の
制
作
な

ど
に
協
力
し
て
い
た
だ
く
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
養

成
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
程　

４
月
～
22
年
３
月
（
40
回
程
度
）

・
点
訳　

毎
週
金
曜
日　

10
時
～
12
時

・
音
訳　

毎
週
火
曜
日　

10
時
～
12
時

場
所　

大
分
県
点
字
図
書
館

定
員　

・
点
訳
…
15
名
程
度

　
　
　

・
音
訳
…
20
名
程
度

受
講
料　

無
料

応
募
条
件

・
原
則
と
し
て
毎
回
受
講
で
き
る
方

・
講
習
会
終
了
後
は
、
継
続
し
て
点
字
図
書
館

に
お
け
る
点
字
図
書
、
録
音
図
書
の
制
作
に

協
力
で
き
る
方

申
込
方
法　

受
講
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
往
復

ハ
ガ
キ
に
講
習
会
名
（
点
訳
ま
た
は
音
訳
の

い
ず
れ
か
）、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話

番
号
を
明
記
の
上
、
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

※
希
望
者
多
数
の
場
合
は
、
抽
選
に
よ
り
決

定
し
ま
す
。

締
切
り　

２
月
15
日
㈰
必
着

●
お
問
い
合
せ
・
申
込
み

　

大
分
県
点
字
図
書
館

　

☎
０
９
７
‐
５
３
８
‐
０
３
９
９

　

〒
８
７
０
‐
０
０
２
６

　

大
分
市
金
池
町
３
‐
１
‐
75

臨
時
職
員
・
非
常
勤
嘱
託
員　

登
録
者
募
集

　

竹
田
市
及
び
竹
田
市
教
育
委
員
会
で
は
、
平

成
21
年
度
の
臨
時
職
員
・
非
常
勤
嘱
託
員
の
採

用
候
補
者
名
簿
へ
の
登
録
者
を
次
の
と
お
り
募

集
い
た
し
ま
す
。

　

登
録
は
当
該
年
度
末（
平
成
22
年
３
月
31
日
）

ま
で
有
効
で
、
臨
時
職
員
等
が
必
要
と
な
っ
た

場
合
に
、
登
録
者
の
中
か
ら
面
接
等
に
よ
り
選

考
し
決
定
い
た
し
ま
す
。

募
集
内
容

◇
竹
田
市職　

種

備　

考

一
般
事
務

事
務
補
助
（
パ
ソ
コ
ン

使
用
業
務
有
）

専
門
職

資
格
必
要
（
保
健
師
、

栄
養
士
、
保
育
士
等
）

そ
の
他

ケ
ー
ブ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
業
務
補
助

◇
竹
田
市
教
育
委
員
会

職　

種

備　

考

一
般
事
務

事
務
補
助
（
パ
ソ
コ
ン

使
用
業
務
有
）

学
芸
員

資
格
必
要

勤
務
条
件
等

　

給
与
・
休
暇
…
市
の
規
定
に
よ
る

　

勤
務
時
間
…
正
規
職
員
に
準
ず
る

　

社
会
保
険
…
法
定
制
度
適
用

　

任
用
期
間
…
職
種
及
び
配
置
先
に
よ
る

　

勤
務
場
所
…
本
庁
、
各
総
合
支
所
ま
た
は
市

教
育
委
員
会
の
各
施
設
等

対
象
者　

平
成
３
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ

た
人

登
録
方
法　

２
月
５
日
㈭
か
ら
随
時
受
付
し
ま

す
。
所
定
の
履
歴
書
（
総
務
課
、
各
総
合

支
所
地
域
振
興
課
及
び
教
育
委
員
会
総
務
課

に
備
え
付
け
）
に
写
真
を
添
付
し
、
総
務
課
、

各
総
合
支
所
地
域
振
興
課
、
教
育
委
員
会
総

務
課
の
い
ず
れ
か
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　

４
月
か
ら
の
任
用
を
希
望
す
る
方
は
２
月

20
日
㈮
ま
で
に
必
着
す
る
よ
う
提
出
を
お
願

い
し
ま
す
。

※
履
歴
書
は
竹
田
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://

w
w

w
.city.taketa.oita.jp/

）
か
ら
も
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

●
お
問
い
合
せ

　

総
務
課
職
員
係　
　
　

☎
63
‐
４
８
０
０

　

教
育
委
員
会
総
務
課　

☎
63
‐
４
８
１
６

さ
と
う
よ
し
み
合
唱
団　

団
員
募
集

　
「
さ
と
う
よ
し
み
合
唱
団
」
で
は
、
団
員
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

　

４
月
29
日（
昭
和
の
日
）に
開
催
さ
れ
る「
第

21
回
さ
と
う
よ
し
み
竹
田
童
謡
祭
」
で
一
緒
に

「
犬
の
お
ま
わ
り
さ
ん
」
を
歌
い
ま
せ
ん
か
。

対
象　

老
若
男
女
を
問
わ
ず
、
佐
藤
義
美
の
童

謡
を
一
緒
に
歌
っ
て
楽
し
も
う
と
思
っ
て
い

る
方
な
ら
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

募
集
期
間　

２
月
20
日
㈮
ま
で

練
習
場
所　

竹
田
市
中
央
公
民
館
音
楽
室

練
習
日
時　

第
２
・
第
４
土
曜
日

　

10
時
～
11
時
30
分

●
お
問
い
合
せ
・
申
込
み

　

さ
と
う
よ
し
み
竹
田
童
謡
祭
実
行
委
員
会

　
（
竹
田
市
中
央
公
民
館
）

　

☎
63
‐
１
０
４
４

平
成
21
年
度
県
政
モ
ニ
タ
ー
募
集

　

大
分
県
で
は
、
県
民
中
心
の
開
か
れ
た
県
政

の
推
進
を
目
的
と
し
て
、
県
民
の
方
々
の
ご

意
見
・
ご
提
言
を
い
た
だ
く
た
め
「
県
政
モ
ニ

タ
ー
」
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

活
動
期
間　

委
嘱
の
日
～
平
成
22
年
３
月

活
動
内
容　

県
政
へ
の
随
時
の
ご
意
見
・
ご
提

言
、
県
が
提
示
す
る
テ
ー
マ
に
つ
い
て
の
ア

ン
ケ
ー
ト
へ
の
協
力
、
意
見
交
換
会
へ
の
参

加
な
ど

募
集
人
数　

２
０
０
名

応
募
資
格　

県
内
在
住
の
20
歳
以
上
の
方

※
公
務
員
、
国
・
地
方
公
共
団
体
の
議
会
議
員

を
除
く

応
募
方
法

・
メ
ー
ル
モ
ニ
タ
ー

　

大
分
県
庁
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://

w
w

w
.pref.oita.jp/

）
に
あ
る
所
定
の
応
募

入
力
フ
ォ
ー
ム
で
応
募
く
だ
さ
い
。

・
文
書
モ
ニ
タ
ー

　

住
所
、
氏
名
（
ふ
り
が
な
）
、
年
齢
、
性

別
、
電
話
番
号
、
職
種
・
勤
務
先
な
ど
を
記

入
の
上
、
郵
送
ま
た
は
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
応
募

く
だ
さ
い
。

締
切
り　

２
月
27
日
㈮
ま
で

●
お
問
い
合
せ

　

大
分
県
広
報
公
聴
課
公
聴
班

　

☎ 

０
９
７
‐
５
０
６
‐
２
０
９
６

　

FAX 

０
９
７
‐
５
０
６
‐
１
７
２
６

　

〒
８
７
０
‐
８
５
０
１

　

大
分
県
庁
広
報
広
聴
係
県
政
モ
ニ
タ
ー
係

相　

談

ご
存
じ
で
す
か
？　

行
政
相
談
委
員

◇
行
政
相
談
と
は

　

役
所
な
ど
の
仕
事
に
対
す
る
苦
情
や
要
望
を

受
け
て
、
関
係
行
政
機
関
と
相
談
者
と
の
間

に
立
っ
て
、
解
決
の
促
進
を
目
指
す
も
の
で
す
。

相
談
は
無
料
で
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

　

た
だ
し
、
行
政
相
談
に
は
相
手
機
関
に
対
す

る
強
制
力
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
家
庭
内
の

も
め
ご
と
や
隣
の
民
有
地
と
の
境
界
争
い
な
ど

の
個
人
的
な
問
題
は
、
行
政
相
談
の
対
象
に
は

な
り
ま
せ
ん
。

◇
行
政
相
談
委
員
と
は

❻
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総
務
大
臣
が
委
嘱
し
た
民
間
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
方
で
、
行
政
相
談
の
受
付
や
関
係
機
関
へ

の
通
知
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

竹
田
市
の
行
政
相
談
委
員
に
は
、
次
の
４
人

の
方
が
委
嘱
さ
れ
て
お
り
、
市
民
の
皆
さ
ん
か

ら
の
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

・
竹
田
地
域

　

小
河　

晴
義
さ
ん　
　

☎
62
‐
３
６
６
２

・
荻
地
域

　

太
田　

正
一
さ
ん　
　

☎
68
‐
２
４
８
０

・
久
住
地
域

　

渡
辺　

善
照
さ
ん　
　

☎
77
‐
２
０
６
７

・
直
入
地
域

　

斉
藤　

義
昭
さ
ん　
　

☎
75
‐
２
６
９
２

◇
い
つ
・
ど
こ
で
相
談
す
れ
ば

　

行
政
相
談
委
員
は
、
各
受
け
持
ち
地
域
で
相

談
所
を
開
設
し
て
お
り
ま
す
。
相
談
日
や
会
場

に
つ
い
て
は
、
各
委
員
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
広
報
た
け
た
「
竹
田
市
の
こ
よ
み
」

に
も
日
程
、
場
所
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

●
お
問
い
合
せ

　

総
務
課
総
務
係　

☎
63
‐
４
８
０
０

大
分
県
母
子
家
庭
等
就
業
自
立
支
援

セ
ン
タ
ー
巡
回
相
談
会
（
豊
肥
ブ
ロ
ッ
ク
）

　

雇
用
情
勢
の
悪
化
が
著
し
く
、
非
正
規
雇
用

者
へ
の
労
働
契
約
の
打
ち
切
り
な
ど
が
相
次
ぐ

中
、
臨
時
・
パ
ー
ト
就
労
の
割
合
の
高
い
母
子

家
庭
へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

竹
田
市
お
よ
び
豊
後
大
野
市
に
お
住
い
の
母

子
寡
婦
家
庭
の
皆
さ
ん
が
抱
え
る
「
働
く
と
こ

ろ
が
な
い
」「
就
職
活
動
が
う
ま
く
い
か
な
い
」

「
失
職
し
て
こ
れ
か
ら
の
生
活
が
心
配
」
な
ど

の
就
職
や
仕
事
に
関
す
る
様
々
な
お
悩
み
に
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
が
お
答
え
し
ま
す
。

日
時　

２
月
13
日
㈮　

10
時
～
16
時

場
所　

緒
方
町
中
央
公
民
館
（
豊
後
大
野
市
）

　
　
　

☎
０
９
７
４
‐
42
‐
３
１
６
１

申
込
方
法　

相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
事
前

に
福
祉
事
務
所
子
育
て
支
援
係
（
☎
63
‐

４
８
１
１
）
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
せ

　

大
分
県
少
子
化
対
策
課

　

☎
０
９
７
‐
５
０
６
‐
２
７
０
４

　

福
祉
事
務
所
子
育
て
支
援
係

　

☎
63
‐
４
８
１
１

入　

札

平
成
21
・
22
年
度
竹
田
市
工
事
競
争
入
札

参
加
資
格
審
査
申
請
受
付
開
始

受
付
期
間　

２
月
２
日
㈪
～
３
月
９
日
㈪

　

※
土･
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く

受
付
時
間　

８
時
30
分
～
16
時

受
付
場
所　

工
事
検
査
課（
竹
田
市
役
所
１
階
）

有
効
期
間　
（
平
成
21
年
４
月
１
日
～
）　

・
県
内
建
設
業

　

１
年
間
（
平
成
22
年
３
月
31
日
ま
で
）

・
県
外
建
設
業
及
び
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
等

２
年
間
（
平
成
23
年
３
月
31
日
ま
で
）

提
出
書
類　

次
に
掲
げ
る
書
類
を
紙
フ
ァ
イ
ル
、

ク
リ
ア
フ
ァ
イ
ル
ま
た
は
ク
リ
ッ
プ
な
ど
で

綴
り
込
み
の
上
、
一
部
提
出

◇
建
設
業
者

・
競
争
入
札
参
加
資
格
審
査
申
請
書

・
建
設
業
許
可
証
明
書
ま
た
は
許
可
通
知
書
の

写
し

・
経
営
規
模
等
評
価
結
果
通
知
書
及
び
総
合
評

定
値
通
知
書
の
写
し

・
委
任
状
（
本
社
委
任
の
あ
る
場
合
）

・
市
税
納
税
（
完
納
）
証
明
書
（
市
内
業
者
ま

た
は
市
内
に
営
業
所
が
あ
る
場
合
は
、
法
人

･

代
表
者
分
全
て
）

　

※
１
月
５
日
以
降
の
証
明
日
に
限
る

・
支
店
等
報
告
書
（
市
内
に
支
店
等
を
有
す
る

場
合
）

◇
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
等

・
競
争
入
札
参
加
資
格
審
査
申
請
書

・
経
営
規
模
等
総
括
表

・
測
量
等
実
績
高

・
有
資
格
者
数
一
覧
表

・
業
務
実
績
調
書
（
現
況
報
告
書
の
写
し
等
）

・
技
術
者
経
歴
書
（
現
況
報
告
書
の
写
し
等
）

・
委
任
状
（
本
社
委
任
の
あ
る
場
合
）

・
市
税
納
税
（
完
納
）
証
明
書
（
市
内
業
者
ま

た
は
市
内
に
営
業
所
が
あ
る
場
合
は
、
法
人

･

代
表
者
分
全
て
）

　

※
１
月
５
日
以
降
の
証
明
日
に
限
る

申
請
様
式　

竹
田
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://

w
w

w
.city.taketa.oita.jp/

）
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。
ま
た
、
㈳
大
分
県
建
設

業
協
会
本
部
及
び
各
支
部
で
も
購
入
で
き
ま

す
。

郵
送
等　

郵
送
ま
た
は
信
書
便
（
２
月
28
日
消

印
有
効
）
で
の
申
請
の
場
合
は
、
封
筒
に

「
競
争
入
札
参
加
資
格
審
査
申
請
書
在
中
」

と
朱
書
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
必
要
に

応
じ
て
返
信
用
封
筒
（
宛
名
明
記･

切
手
貼

付
）
を
同
封
し
て
く
だ
さ
い
。

※
な
お
、
詳
細
に
つ
い
て
は
竹
田
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
も
確
認
で
き
ま
す
。

●
お
問
い
合
せ

　

工
事
検
査
課
庶
務
係　

☎
63
‐
４
８
３
５

❼

　
「
地
産
地
消
」
と
は
、
地
元
で
生
産
さ
れ

た
も
の
を
地
元
で
消
費
す
る
こ
と
で
す
。

　

お
買
い
物
は
、
な
る
べ
く
地
元
の
お
店

を
利
用
し
ま
し
ょ
う
！
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小児科外来休日当番医院

歯 科 休 日 当 番 医 院

❽

労　

働

最
低
賃
金
は
、
時
間
額
６
３
０
円

　

大
分
県
（
地
域
別
）
の
最
低
賃
金
は
、
時
間

額
６
３
０
円
で
、
県
下
全
て
の
労
働
者
に
適
用

さ
れ
ま
す
。（
た
だ
し
、
産
業
別
最
低
賃
金
対

象
産
業
に
該
当
す
る
場
合
を
除
く
。）

　

な
お
、
対
象
と
な
る
賃
金
は
、
毎
月
支
払
わ

れ
る
賃
金
で
あ
っ
て
、
通
常
の
労
働
時
間
、
労

働
日
数
に
対
す
る
所
定
内
賃
金
に
限
ら
れ
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
賞
与
な
ど
の
臨
時
の
賃
金
や

時
間
外
労
働
な
ど
の
割
増
賃
金
、
精
皆
勤
手
当
、

通
勤
手
当
及
び
家
族
手
当
は
含
ま
れ
ま
せ
ん
。

●
お
問
い
合
せ

　

大
分
労
働
局
労
働
基
準
部
賃
金
室

　

☎
０
９
７
‐
５
３
６
‐
３
２
１
５

　

豊
後
大
野
労
働
基
準
監
督
署

　

☎
０
９
７
４
‐
22
‐
０
１
５
３

求　

人

◇
測
量
士
１
人
18
～
40
万
（
竹
）
◇
保
育
士

１
人
12
・
６
万
（
竹
）
◇
歯
科
衛
生
士
又
は
助

手
２
人
11
～
14
万
（
荻
）
◇
土
木
作
業
員
１
人

16
・
１
～
27
・
６
万
（
久
）
◇
接
客
・
雑
用
２

人
13
～
20
万（
直
）◇
営
業
１
人
15
～
25
万（
竹
）

◇
正
看
護
師
２
人
21
・
６
～
21
・
９
万
（
竹
）

◇
栄
養
士
２
人
15
～
18
万
（
久
）
◇
事
務
員
１

人
12
・
８
万
（
竹
）
◇
携
帯
電
話
販
売
員
１
人

13
・
７
万
（
竹
）
◇
レ
ス
ト
ラ
ン
サ
ー
ビ
ス
１

人
11
・
２
～
14
万
（
久
）
◇
調
理
師
１
人
14
～

20
万（
竹
）◇
販
売
員
１
人
14
・
８
～
35
万（
竹
）

◇
大
型
運
転
手
１
人
17
・
６
万
（
久
）
◇
養
鶏

作
業
員
１
人
13
・
５
～
30
万
（
久
）
◇
学
校
主

事
１
人
９
・
３
万
（
竹
）
◇
介
護
支
援
専
門
員

１
人
18
万
（
竹
）
◇
自
動
車
整
備
工
員
１
人
18

～
22
万
（
直
）

《
パ
ー
ト
求
人
（
時
給
）》

◇
給
食
調
理
員
２
人
６
３
０
～
７
０
０
円（
竹
）

◇
調
理
係
１
人
７
３
５
～
９
１
９
円
（
竹
）
◇

レ
ジ
係
１
人
６
６
６
円
（
竹
）
◇
接
客
係
１
人

６
５
０
円
（
直
）
◇
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
３
人

１
、２
０
０
円
（
竹
）
◇
製
造
ス
タ
ッ
フ
１
人

７
５
０
～
８
０
０
円
（
竹
）

　

会
社
等
を
訪
問
さ
れ
る
方
は
、
必
ず
相
談
室

の
窓
口
で
紹
介
状
を
も
ら
っ
て
く
だ
さ
い
。

※
（
竹
）
は
竹
田
地
域
、（
荻
）
は
荻
地
域
、（
久
）

は
久
住
地
域
、（
直
）
は
直
入
地
域
の
求
人
で
す
。

●
お
問
い
合
せ　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
豊
後
大
野

　

竹
田
職
業
相
談
室　

☎
63
‐
１
１
０
１

当  番  日 医　療　機　関 電話番号
２月１日㈰ 大分県立三重病院 0974-22-7700

７日㈯ 竹田医師会病院 63-3241
みやわき小児科 0974-24-0230

８日㈰ 大分県立三重病院 0974-22-7700
11日㈬ 公立おがた総合病院 0974-42-3121

14日㈯ 竹田医師会病院 63-3241
みやわき小児科 0974-24-0230

15日㈰ 公立おがた総合病院 0974-42-3121

21日㈯ 竹田医師会病院 63-3241
みやわき小児科 0974-24-0230

22日㈰ みやわき小児科 0974-24-0230

28日㈯ 竹田医師会病院 63-3241
みやわき小児科 0974-24-0230

3月1日㈰ 公立おがた総合病院 0974-42-3121
受付時間　8:30～11:30　診療時間　9:00～12:00 
※土曜日については、上記当番医以外にも小児科診療を行っているとこ

ろがあります。
○竹 田 医 師 会 病 院　http://www16.ocn.ne.jp/~taketais/
○公立おがた総合病院　http://ogatahp.ddo.jp/
○み や わ き 小 児 科　http://www.miyawaki-kodomo.com/
○大 分 県 立 三 重 病 院　http://www.oita-miebyo.jp/
○豊　肥　保　健　所　http://www.pref.oita.jp/12086/

当  番  日 医　療　機　関 電話番号
2月1日㈰ 長湯ごとう歯科（芋の迫） 75-3001

8日㈰ 長湯ごとう歯科（芋の迫） 75-3001
11日㈬ 高山歯科医院（殿町） 63-2561
15日㈰ 竹下歯科医院（慶順町） 62-2662
22日㈰ たけした歯科医院（西古町） 63-3212

3月1日㈰ 歯科筑紫医院（下町〔久住〕） 76-0024
※受付可能な時間帯は異なりますので、診療時間をご確認の上、受診し

てください。
○大分県歯科医師会　☎097-545-3151   http://www.oita-dental-a.or.jp/
受診時の注意点　当番病院は、やむを得ず変更になる場合があります。

受診される場合は、あらかじめ当番病院または竹田市消防署（☎
63-0119）に電話で確認されるようお願いします。

　　また、院外薬局が休みの場合は、あらかじめ用意された約束処方と
なることがありますのでご了承ください。

大久保病院　☎64-7777
受付時間　平日夜間　18:00～21:00
　　　　　土 曜 日　13:00～21:00
　　　　　休　　日　 8:30～21:00
注意事項・かかりつけの病院がある場合は、できるだけそこで診てもら

うようお願いします。
　　　　・事前に症状、年齢、その他必要事項を病院へ電話連絡した上

で受診してください。
　　　　・症状が重い場合は救急車を呼んでください。
※竹田医師会病院（☎63-3241）でも電話で相談していただき、診察可

能な場合は対応します。

休日及び夜間の在宅当番医




